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はじめに 


NAS (Network Attached storage) は、既存環境に巧する変更を加えることなく、大規模ストレージシステ 
ムを提供するネットワーク接続型ストレージです。 

一般的に NAS は導入が容易です。ネットワーク管理や OS に関する広範な知識がなくとも{ま用すること 
ができ、通常管ち里業觀よクライアントからリモートデスクトップ経由で行なうことができます。ユーザー 
は NAS をネットワークに接続して電源を巧入し、最小限のセットアップ作業を行なうだけで運用を開始 
することができます。 

管理者ガイドは、な下の二部で構成されています。【概要編】または【詳細編】のみに記載している内容も 
ございますので、をガイドの目次を参考にして、目的に応じて参照してください。 

- 管理をガイド【概要編】（本書） 

iStorage NS を巧用するための基本的でかつ一般的な手順について説明しています。 

- 管理をガイド【詳細編】 

概要編よりも詳細な設定方法について説明しています。 

管理者ガイドは改版される場合があります。な下の Web ページを参照し、表紙の日付とリビジョンを確 
認して最新版をダウンロー ドしてください。 

http://su が ort'exDress'nec'co. 化 / usersquide/UCnas/adminayide/adminauide'html (2013 年 1 月 1 己日現イ主） 


广 -\ 

【ま要 】 iStorage NS シリーズは、 Microso 円 Windows Storage Server 2008 R2 を巧用して 

作成されたファイルサーバー専用機です。標準の Windows サーバーとは違い、 

フアイルサーバーなかでのご利用はできませんのでご注意ください。 
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導入の流れ 


iStorage NS を導入いただく際は、が下の流れに沿って作業してください。 


1.1 初期設をを行う 

1.3 ボリュームを作成する 

1.4 ユーザー、グループを作成する 



iStorage NS の設定を行う 
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iStorage NS の共有領域を管 S する - 

3.1 アクセス権を管巧する 
3.2 ディスク使用状況のレポートを作成する 
3.3 複数サーバーの共有フォルダーを統合する 
3.4 ディスクスペースを有タカ活巧する 
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iStorage NS を運用する 

4.1 データ/システムを保護する 
4.2 データ/システムを復旧する 
4.3 簡易的に性能をチューニングする 
4.4 システムを監視する 
4.5 障害を未然に防止する 
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iStorage NS の設をを行う 


1 iStorage NS の設定を行う 


♦ 初期設定を行う 

コンピューターを、 IP アドレス等を設定します。 

♦ 管理者メニュー 

管理者 メニューについて 説明します。 


♦ ボリュームを作成する 

iStorage NS 上にボリュームを作成する手順を説明します。 


♦ ユーザー、 グループを 作成す る 

iStorage NS 上にユーザー、グループを作成する手順を説明します。 




iStorage NS の設をを行う 


1.1 初期設定を行う 

iStorage NS の初期設をには、専用の初期設定ツールを{ま用します。管理 PC (Windows 2003/ Windows 2003 
R 2 / Windows 2008/ Windows 2008 R 2 / Windows XP / Windows Vista / Windows 7) に、装置添付の 
EXPRESSBUILDER をセットして初期設をツールを起動し、コンピューターを、 IP アドレスを設定した後、 
リモートデスクトップで旧 torage NS にログオンして、参加するドメインや管理者のパスワードのを更等 
を行います。 

1.1.1 ネットワーク環境 

初期設定を開始する前に、な下のネットワーク環境についての情*をみ定してください。 

•ネットワークへの接続形態（ワークグループとして接続する力\既存のドメインに参加する力 >) 

- IP アドレスの設を方式 （ DHCP サーバーを使用するかどうか） 

• コンピューター名 

. ワークグループぶまたはドメインを 
• 管理者■のパスワード 

‘ IP アドレスとマスク値 （ IP アドレスを直接指をする場合） 

‘デフォルトゲートウェイ （ IP アドレスを直接指をする場合） 

.DNS サーバーの IP アドレス （DNS サーバーを直接指をする場合） 
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iStorage NS の設をを行う 


1.1.2 初期設定ツール 

前述の 【1.1.1 ネットワーク 環境】 に記載した情報を基に、な下の手順で初期設定を行ってください。 


f 


【を意】-管 SPC は iStorage NS と同一 LAN 上に存在するコンピューターを巧用します。 

‘同ーネットワーク上で複数の iStorage NS を初*設定する場合は、1台ずつ起動 
して初期設定を行ってください。 




初期設定では特定の LAN ポートを巧用します。スタートアップガイドを参照して 
LAN ケーブルを接続してください。 


V 


出荷時には初期設定 ツールで 使用する UDP ポートは開いた状態になっています。 
初期設を後に、後述する手順に従って UDP ポートを閉じてください。 


J 


1.iStorage NS の電源を ON にし、管理 PC の光ディスクドライブに、 「 EXPRESSBUILDER 」 を七ッ 

卜します。ホートラン機能によりメニューが自動的に表示されます。 


(T 




【補足】表示されない場合は、 エクスプローラーから 「マイコン ピューター」 を選択し、 セッ 
卜した光ディスクドライブのアイコンをダブルクリ ック してください。 

V ぶ 
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iStorage NS の設をを行う 


2. [ソフトウェアを セットアップする]をクリックして、表示されたメニューから[初期設定 ツール] 
をクリックします。 



3. 初回のみ、[ご確認]画面が表示されます。装置添付の使用許諾契狗書をご一読の上、 [0 K ] ボタンを 
クリックします。 
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iStorage NS の設をを行う 


4. 初期設定が必要なサーバーを検出するために、[開う台]ボタンをクリックします。 



対■象となるサーノく一が、初期設定ツール画面内の[サーノく一のコンピュータ名]欄に"未設定"と表示され 
ます。"未設定"のサーバーが検出されたら、[停止]ボタンをクリックして自動発見を停止後、[終了]ボタ 
ンをクリックして自動発見を終了させます。なお、対象となるサーバーの OS が起動するまでには、構成 
によって、20〜30分かかる場合があります。30分経っても検出できない場合は、再度[開始]ボタンをク 
リックしてください。 
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iStorage NS の設をを行う 


5. "未設定"のサーバーのリモートデスクトップ起動の表示が「確認中」から「可」にをわった場合は、 
リモートデスクトップによる接続が可能なため、"未設定"のサーバーを選択し、[リモートデスクト 
ップの起動]をクリックして [1.1.3 管 apc からリモートデスクトップで接続す る 】に進んでくだ 
さい。「不可」にをわった場合は、"未設を"のサーバーを選択し、[設定変更]ボタンをクリックし 
ます。 



6. コンピュータぶ、 IP アドレス、サブネットマスクを入力して[適用]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設をを行う 


7. 設定変更を確認する画面が表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。サーバー設定の変更が 
始まり、サーバー設定が況の内容が順次更新されます。 

8. 完了メッ七ージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックしまず。 



が上で、本装置の初期設定が完了し、リモートデスクトップ接続で管理できる状態になりました。 

1.1.3 管理 PC からリモートデスクトップで接続する 

iStorage NS は管巧 PC のリモートデスクトップを利用して、ファイルサーバーに関するを種設定や管理を 
行います。 

な下に、リモートデスクトップを使用する接続手順を記載します。 

1. 管;@ PC で[ スタート ] 一[ファイル 《を指定して実行]を選択し、[ 名前 ]欄に " mstsc " と入力して 
[0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設をを行う 


2. (コンピューター]に、接続する iStorage NS のコンピューター名または IP アドレスを入力して 
[接続]ボタンをクリックします。 



3. ユーザー名に 「 administrator 」 を入力し、次にパスワードを入力して [0 K ] ボタンをクリックしま 
す。 


tr 




【補足】 初期状態においては、パスワードはあらかじめ設定されていますので装置添付のスタ 

ートアップガイドを参照してください。 

乂■ク 


4. ログオン後、[管理者 メニュー] と [サーバーマネージャー] が起動します。 


tr 




【注意】リモートデスクトップで芭 torage NS にログホンできるのは、管理者権限を持つユー 
ザーのみです。また同時接続可能なのは2セッションまでです。 
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iStorage NS の設をを行う 


1.1.4 管理者のパスワードを変更する 


administrator のパスワードは出荷時にあらかじめ設をされていますが、本装置の七キュリテイを保つため 
に必ずを更してください。 


1.[ Ctrl + Alt + End ] を押下し、[パスワードの変更]をクリックします。 


2 . 


[古いパスワード]、 [巧し いパスワード]、[パスワードの 確認 入力] 
クリックします。 


にそれぞれ入力し 




を 


3. [パスワードは変更されました]と表示されるので、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


r 


【注意】 


V 


パスワードの有効期限は初期設をでは42日になっておりますので、おを様のポ 
リシーに合わせて適宜変更してください。 

パスワードの文字数は6文字な上である必要があります。また、パスワードに 
は、英大文字、英小文字、数字、記号の4つの種類のうち3つの種類が使用 
されていなければなりません。 
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iStorage NS の設をを行う 


1.1.5 初期設定 ツール 用のポートを閉じる 

出荷時は初期設定ツールで使用するポートが開かれた状態になっています。初期設定後、な下の手順でポ 
ートを閉じてください。 

1. [スタート]一[コントロールパネル] をクリックし、画面の [ファイアウォールの 状態の確認]をクリ 
ックしまず。 



コンビューターの試ををち涅します 


mm 



システムとセキュリティ 

つ、ノド•■一々一 の j ザが!を巧1巧 

r ファイアち ■ー ルの!^ 削 if す! 


ネブトワークとインターネブト 

ネットワ-クのがおとをスウのま示 



A —ドウ:！:ア 

デパイスとプリンタ-のま示 
デバイスの励 D 

ブ□ヴラム 

プ□クラムのアンインストール 
@ Windows の機能のちか化または無か化 


口す ユ-サーアカウント 

巧ろ 感ュ- ザ-アカウシ诚剧ほたは隱 



デサイン 

デスクトップの背忌のをミ 
画面の賠像度の調些 

時計、言夏、わよ U 巧な 
キーボードまたは入力ちまのを更 
表示言語のまを 
日巧と時刻の i さち 

コンビューターの巧単巧巧 
設定の提案のまモ 
視貸ディスプレイのを通化 


2. [ Windows ファイアウォールを介したプログラムまたは機能を許可する]をクリックします。 



コント □ー ルバネル ホーム 


Windows ファイアウォールを介しを 
ブ□ジラムまたは權能お午巧する 

9 巧が i まちのを更 

會 Windows ファイアウォ-ルのちか化 
< または無》力化 

• 巧ち化に戻す 

• 詳帥 i 男定 

ネツトワークのトラプルシューテイン。 


Windows フ7イアウォールじよる]ンビューターのなま 

Windows ファイアウォールは、化力-または悪意のあるソフトウエアによるインタ-ネットまをはネットワ-クを経をしたアウセスを巧 
止するのに役立:ちます。 

ファイアウォ—ルじよる]ンピュ-夕-の f 果護の詳細 
ネットワークの巧巧に関する詳細 


■り * ームネゥトワ-ウまたはな內（ブライべ- 

卜）ネ9トワーが 0) 

ホ巧ち 


■ ‘み パブ"，ゥネ，トトゥけ》 


巧ち巧み 

空港、嗅お巧など、公みの巧のネットワーウ 

Windows ファイアウォ-ルの:1犬態： 

ち知 


き请巧待： 

ラムの-段 こないブ□ヴぅ ムへのがての 括 
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iStorage NS の設定を行う 


□ COM + ネットワークアク t ス 

□ COM + リモート管巧 
囚 DFS の昔巧 

囚 DFS レプリケ-シヨン 
囚 DHCP サーバー 
囚 DHCP サーバー昔5里 
囚 FTP サ-バー 
サ-ピス 



。〇 BE Discovery Service 
□ Netlofon サーピス 
囚 NFS 。ライア:/卜 
囚 NFS サ-パ- 

[~~| wp ^nrkpt い / う、 l| 、 j わつ 1*1 レつ ll. 


な上で、初期設定用のポートが閉鎖されました。 


刖のブ日ジラムのな巧似… 



I 0 K I 

キャシ t ル I 


3. [ iStraguisv ] の左側のチェックをはずし、[〇のをクリックします。 


を巧されたブ日ヴラム 



Windows ファイアウォールをおの巧信をブ日クラムじ許巧します 

i キ巧されたプ□ヴラムわよリボ-卜を适加、をを、または削降するには、居をミのを赶を州》クします。 

プ□クラム(こ通信を i 午巧するを巧性の註細 _韦| i 旋の更更(の 

な巧されをプ□ヴラムわよリ视贈が： 

I ホ-ム々出々ヴライべ—卜 ） I バブりが M 


□ □囚回囚囚囚 nlgl 囚□囚囚 n 


□ □囚囚囚囚囚 Dei 囚□囚囚 cj 
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iStorage NS の設をを行う 


1.1.6 日付と時刻を設定する 

日時が自動更新の環境でない場合は設定してください。 

1. [初巧構成タスク]画面の[タイムゾーンの設定]をクリックします。 


r 


【補足】[初期構成タスク]画面を閉じた場合、または [ログオン 時にこのウインドウを表示 
しない]のチェックを有効にした場合は、な下のホ法で[初期構成タスク]画面を再 
度起動することができます。 

• [スター ト]一[検索の開始]欄に 




V 


に ¥ windows ¥ svstem 32¥ nasoobe ¥ nasoobe.exe 
と入力して Enter キーを押下する。 


J 
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iStorage NS の設をを行う 


2. [日付と時刻]タブの[日付と時刻の変更]ボタンをクリックします。 



3. 日付と時刻を合わせて [ OKI ボタンをクリックします。日付と時刻のプロパティ画面を閉じます。 
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iStorage NS の設をを行う 


1.1.7 コンピューター名/ドメインを設定する 

1. [初巧構成タスク]画面の [コンピューター をとドメインの入力]をクリックします。 
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iStorage NS の設をを行う 


2. [変更]ボタンをクリックし、コンピューターを、巧属するグループのドメイン/ワークグループを指 
定して [ OK ] ボタンをクリックします。 [1.1.2 初 M 設定 ツール 】でコンピューターをを設をして 
いる場合、新たにコンピューターをを入力する必要はありません。 



3. [ Windows セキュリティ]画面が表示されたら、ドメインに参加する場合はドメイン管巧者のユーザ 
-をとパスワードを、ワークグループの場合は本コンピュータ ーの管 巧を のユーザー あとパスワー 
ドを入力し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設をを行う 


4. な下のようなメッセージが表示されたら、 [ OK ] ボタンをクリックします。 



5. な下のメッ七ージが表示されたら、 fOK ] ボタンをクリックします。 


コンピュー々一を/ド夫< ンをのをモ 


これらのず更を适用するには、わ巧いの]シピュー》一を再 
巧 F をめする龙巧がありまず 

再 おおする前こ、閱いている乃イルを巧巧して、すべてのブ□ヴ 
ラムを閉化ください。 


[:: 雖 ::]I 


6. [閉じる]ボタンをクリックしてシステムのプロパティ画面を閉じます。が下の画面が表示されたら、 
[今すぐ再起動する]ボタンをクリックして iStorage NS を再起動します。 
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iStorage NS の設をを行う 


1.2 管理者メニュー 

iStorage NS にロダオンすると管理者メニューが自動起動しまず。 

管理をメニューでは、管理者が良く使う機能を簡単に起動することができます。 


.に I X 


を胺 


ク 

エクスブ □ーラー 

エ クスブロ ーラーを 起なできます。 


コマンドブロンブト 

コマンドブロンブトを起助できます。 


ペイント 

ベイントを起なできます。 


メモ帳 

メモ帳を起勒できます。 


コンビューターのを巧 

コンビューターの管埋ぞ起勒できます。 


システム 

コンビューターのブロパティを 巧 詔でぎます。 


Windows ヘルブとヴポート 

Windows ヘルブとヴボートを起勒できます。 



役割/機能 

た 

共ち と記 憤巧のを巧 

SM 巨#ち、 NFS 共ちぞ音巧で'きます。 

限マネージで一 

HTTP# ち/ FTP 共ちを菅巧できます。 

NFS 巧ヴービス 

NFS ウーパーを管理できまず。 

ADSIX ディター 

NFS の D マッビンヴを话詔できます。 

ファイルヴーバーリソースマネージャー 

記憶域の吞畳制限、版張モ制限、巧巧が況巧詔等ができま 
す。 

インデックスのオブシヨン 

ファイルお索補速化するためのインデックスを管!至できます。 

DFS のを 巧 

分 故 ファイルシステムを菅巧できます。 

巧 巧の 官巧 

ブリントヴーパーを管理で•きます。 


《管理者メニューは、デスクトップのショートカットからも起動できます。 
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iStorage NS の設定を行う 


を項目の右上^をクリックし、管理者が通常使用しない項目を閉じることができます。このように、管理 
をが使いやすいように設定することができます。 


巧をまをィニュー 



巧割/機能 


共有と記憤巧の官巧 

ns マネージャー 

NFS 巧ヴービス 

ADSIX ディター 

フアイ J レヴーバーリソースマネージャー 

インテックスのすフシヨン 

DFS の管巧 

巧丹のを巧 



SMB 扶有、 NFS 共有を音巧できます。 

HTTP ちち/ FTP 共ちぞ富理できます。 

NFS ウーパーを管理できます。 

NFS の D マッビンヴを確認できます。 

記憤域の吞を制限、祀張子制限、巧巧が況巧詔等げ1 
す。 

ファイル検索を音速化するためのインデックスを官巧でき fc 
W 巧ファイルシステムを官巧できます。 

ブリントヴーバーを管理できます。 


ま 

す。 

魯 


イベントロヴを確認でぎます。 

I性龍I情報の採巧や確認ができます。 

システムリソースの巧巧げ況瑪詔実行中のタスク管理がで 
きます。 

いードウエアのがおを確認できます。 

ぐ，つ二 L •卜ま $ B 友な f 刀ア•ま•ホ计 


」 這1 


18 







































iStorage NS の設をを行う 


1.3 ボリュームを作成する 


iStorage NS では、機種によってユーザーボリュームが作成されていない場合があり、その場合はボリュ 
ームを作成する必要があります。 


r 


V 


【注意】1つのボリュームでシャドウコピーとデフラグを実行する場合は、アロケーションユ 
ニットサイズを 16KB な上に設定しておく必要がありますが、巧に作成しているボ 
リュームのアロケーションユニットサイズは変更することはできません。アロケーシ 
ョンュニットサイズを変更するためには、ボリュームを削除して再度作成する必要が 
あり、データはすべて削除されます。ボリュームの削除ホ法については、【 管 巧者ガ 
イド（詳細編） 1.4.2 ボリュームの 削除】を参照してください。 




J 


ここでは、 D ドライブとして新規にボリュームを作成する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

ドライブ文字 

D 


1. 管 a をメニューの[ディスクの管理]をクリックします。 


か管巧を:^ニュ- 


巧成 


-に Ixl 
© 


Windows Update 

更斩ブ□ヴラムをインストールできます。 

ブログラムと g 巧 

ブロヴラムを管理でぎます。 

ローカル ユー プーとグルーブ 

ユーヴーとグルーブぞ管理できます。 

ヴー ビス 

ヴービスを管理できます。 

タスクスクジューラ 

タスクのスクジュールを管5ミできます。 

ネットワークおお 

スットワークを管!里できます。 

曰がと時刻 

日巧と時别想挂定できます。 

Windows フアイアウオール 

ファイアウ牙—ルを管理できます。 

忆キュリティが巧化された Windows フアイ 

アゥォール 

ファイアウォールの詳細な管理ができます。 

ローカルたキュリティボリシー 

忆丰ュリティボリシーを管埋できます。 

ESMPRO/ServerAcent 

サーバー管理の通報た監視苗おちできます。 
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iStorage NS の設をを行う 


2. 未使用のディスクが存在する場合には、な下の面面が表示されます。 2TB な上のディスクの場合に 
"GPT" を選択すると、 2TB な上の領巧を 1 つの領域にすることができます。 （ "GPT" を選択しない 
場合には、 2TB な上の領域を作成できません。） 


ディスクの巧巧化 


i が里ディスクマネージャびア化スできるようじするにはディスクを巧期化するぶ要びあ口ます。 



谨折したディスウじみのバーティションスタイルをほ田する: 
( I - M 巨 R (マス タブート レコード XM ) 

广 GPT (QUID バーティションテープル)樹 


な致 1 U おのバージョンの Windotrts では、 GPT バーティションスタイルび語諭されません。この 
スタイルは、容をび 2 TB を超えるディスウ、または Itanium ベースの]ンピュータでほ巧されて 
いるディスクで话田することをわがめします。 

0K 1 _ キサン t ル 


3. 未割り当て領域を右クリックし、[巧しいシンプルボリューム]をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


4. ウイザードが表示されるので、[次へ]ボタンをクリックします。 



5. 作成するボリュームのサイズを指定し、[次へ]ボタンをクリックします。 


巧しいシシブルボリュームウィザード 


ポリュームサイズの巧ち 

最小サイズと最穴サイズの間でボリュームのサイズを遥巧してください。 


xj 


を穴ディスク巧域 ( MB )： 

最小ディスウ巧巧 ( MB )： 

シンプルボリュームサイズ ( MBXS )： 


1245805 

8 

iMKiaiH -iJl 


<戻る(岛 I 

I ホへ(の> 1 

キサンゎレ1 
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iStorage NS の設をを行う 


6. ドライブ文字に" D " を指定し、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


7. [次へ]ボタンをクリックします。 



^- 

【補足】作成するボリュームでシャドウコピーとデフラグを実行する場合は、"アロケーション 

ュニッ ト サイズ"を "16 KB " が上に設定してください。 

V J 
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iStorage NS の設をを行う 


8. 設を内容が正しいことを確認し、[完了]ボタンをクリックします。 



9. フォーマットが完了すると、な下のようにディスクの状態が"正常"と表示されます。 


S ディスウの首理 


ファイルの巧佩がま示(ぶヘルプ(ぶ 


みみ I 画!」 因圆 I 固曾站 


ボリューム 

1 レイアウト 

1活類 

1フ 7 イルシステ…1枯能 

ちさ 

1をきミ醜 

空き巧な 

L_iSystem Reserved 

シシプル 

ペーシック 

NTFS 

正常（シス... 

100 MB 

72 MB 

72 36 

aWSS2008R2 (C：) 

シンプル 

ベーン如 

NTFS 

正巧（ブート... 

119.90 GB 

105.62 GB 

88% 

し•ボリュームの:） 

シシプル 

ペーンッウ 

NTFS 

正巧けライ... 

1276.61 GB 

1276.48 ... 

100% 


L_rf ディスク0 
ペーシック 

120.00 QB 
オンライン 




System Reserved 

100 MB NTFS 
正巧（システム ァり子. 

WSS2008R2 松） 

119.90 GB NTFS 

正巧（ブート.パージファイルウラゥシュタンプ.プライマリバづ 

u ディスク 1 

ベーシック 

1276.61 GB 
オンライン 

ポリュームの:） 

1276.61 GB NTFS 
正巧（プライマリバ-ティシヨン） 


■ ホ吾!0当て 誦 ブライマリバーテイシヨン 
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iStorage NS の設をを行う 


1.4 ユーザー、グループを 作成す る 

クライアント PC から iStorage NS にアクセスした場合には、ユーザー認証が巧われます 。 iStorage NS 
とクライアント PC がドメインに参加している場合は、ドメインコントローラが認証を行うため、 
iStorage NS 上にユーザーを作成する必要はありませんが 、 iStorage NS がワークグループの場合は、 
iStorage NS 上にユーザーを作成し、そのユーザーを指をしてクライアントから接続することになります。 

1.4.1 ローカルユーザーを作成する 

ここでは、な下の設定内容でユーザーを作成する手順について説明します。 


設定項目 

設を内を 

ユーザー名 

t-yamada 

フルネ'—ム 

任意 

説明 

任意 

パスワード 

任意 


1. 管 a をメニューの r ローカルユーザーとグループ] をクリックします。 


巧音まをタニュー 


-inl xi 



診が 


イベントビューアー 
バフオーマンスモニター 
Windows タスクマネージャ- 

デバイスマネージャー 

システム巧巧 


イベントログをお詔できます。 

性能 I 情報の採をかお詔ができます。 

システムリソースの巧用が況確詔和実巧中のタスク管巧がで 
きます。 

いード’ウェアのが巧をお詔できます。 

システム I 情報を確認できます。 




Windows Update 

更巧ブログラムをインストールできます。 

ブ n グラムと役能 

ブログラムを官5至できます。 

1 ロー ;.!I Jl - ユーリ-一とヴ ルー-.'] 

ユーヴーとグルーブを管理できます。 

ヴービス 

ヴービスを官巧できまず。 

タスクスクジューラ 

タスクのスクジュールを菅巧できます。 

ネットワーク巧技 

ネットワークを管巧できます。 

白がと時刻 

日巧と時别道を定できます。 

Windows ファイアクォール 

ファイアウォールを管巧できます。 

たキュリティが巧化された Windows ファイ 

アウォール 

ファイアウォールの詳細な官巧ができます。 

ローカルたキュリティポリシー 

它キュリティポリシーだ宣巧できます。 

ESMPRO/Server Agent 

ヴーパー管 i まの通報听監巧泡を定できます。 
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iStorage NS の設をを行う 


2. [ユーザー]を右クリックし、[新しいユーザー]をクリックします。 

3. ユーザーを等を指定し、[作成]ボタンをクリックします。 



上記のパスワードは、管理者が一時的に作成したものであるため、運用に際しては次項 【 1.4.1. 1七キユ 
リティの設をを'変更す る 】と [1.4.1.2 ユーザーのパスワードをを更 する 】の手順に従い、クライアント 
ユーザーにて変更することをお奨めします。 
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iStorage NS の設をを行う 


1.4.1.1 セキュリティの設定を変更する 

クライアントからユーザーのパスワードをを更するには、事前にな下の手順で七キュリティの設定を変更 
する必要があります。 

1. 管理者 メニューの[ローカルセキュリティポリシー] を クリックし ます。 


巧昔まをタニュー 


診が 

イベントビューアー 
バフオーマンスモニター 
Windows タスクマネージで一 

デバイスマネージャー 

システム巧巧 


感 

ィペントログを巧詔できます。 

性能情報の巧の確認がでぎます。 

システムリソースの巧用げ況確認実巧中のタスク官巧がで 
きます。 

いードウエアのが巧をお詔できます。 

システム I 膚報を淀詔できます。 


-IDI xj 

日 


巧巧 



Windows Update 

更巧ブログラムをインストールできます。 


ブロヴラムとな巧 

ブログラムを管5至でぎます。 


口ーカルユーブーとグルーブ 

ユーザーとグルーブぞ管理できます。 


ヴービス 

ウービスを管理できまず。 


タスクスクジューラ 

タスクのスクジュールを管巧できます。 


ネットワーク巧技 

ネットワーク獨巧できます。 


H がと時刻 

日巧と時别道をちできます。 


Windows フアイアウオール 

ファイアウォ—ルぞ昏ままできます。 


わキュリティが巧化された Windows ファイ 

アゥォール 

ファイアウォールの詳細な官埋ができます。 


口一カル t キュリティポリシー 1 

亡キュリティボリシーを管理できます。 


ESMPRO/Server Agent 

ヴーパーち巧の巧報听監巧を設定できます。 




2. 左ツリーの [ローカル ポリシー]をクリックし、 [セキュリティオプション] をダブルクリックします。 


E □一カルたキュリティポリシー 


ファイルの巧巧(かま示(ぶヘルプ(ぶ 


を陋 iXl ^ i 且品 

ミ セキュリティの設定 
因 ^ アカウントポリシー 


る目り _ 

3ぉ きポリシ- 


因 9 日 — ろ ル 桐シ — I 

Windows ファイア | 
a 本》トワーウリストマネージザーポリシー I 
田 a た P 月キーのポリシー 
田 a のトウ：[アの利限のポリシ- 
田 a アプリケーションホり柳ポリシー 
因® IP たキュリティポリシー（□一カルコンピュー 


ユーザー椿がの 吾に 当て 


[1 せキュリティオプション 


田 Id ち宜ポリシーの詳細な巧ぶ 




「説明 

おき附シ- 

ュー ザー 宿利の割り当て 


t キユリテイオブシヨン 
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iStorage NS の設をを行う 


3. [ネットワークアクセス：リモートからアクセスできるを前付きパイプ]をダブルクリックします。 


一カルたキュリティポリシー 


-Jnl XI 


ファイルの ㈱ ががまを(ぶヘルブ(巧 


み ♦! る 商 IX 国间 I 且顶 


吉 t キュリティの設定 
田 ： a アカウントポリシ- 
曰 ：; a □-カルポリシー 
田おきポリシー 
田 qi ユーザー巧利の割り当て 
田 ； J t キュリティオプショシ 
因 Q セキュリティび谢ヒされた Windows ファイア 
a ネットワークリストマネージサーポリシー 
田 0 公閲キ—のポリシー 
囚 a ソフトウ I アのま顺のポリシ- 
田 a アプリケーションま I 刪ポリシー 
田, る IP セキュリティポリシ—（□一カルコンピュー 
田 顏 ち査ポリシーの詳帥な巧ぶ 


ボ I か 


] たキュリティの設定 


1；^ドタインコント□ーラー:コンピューターアカウントのパスワードの变巧を… 
二 おインコシト□-ラー:サーバーオペレータ—がタスクのスケジュールを… 
一 • ドタイシ於パー:コンピューターアカウシトバスワード:定亂うな沈-. 

ドザインインパー:巧目な巧を、 t キュリティでイ呆器されたチ V ネルのデ… 
一‘ ドイイシタンパ—:巧能ね巧合、 t キュリティで巧話されたチザネルのデ... 
心；ドタインイシパー:巧力な (Windows 2000かそれ la 巧のバージヨシ）… 
一, ドイイン於パー:最スコ>ピューターアカウシトのパスワードのちか期… 
U ドイインインバー:巧に t キュリティでな諸されたチ V ネルのデータをデジ… 
帖ネ》トワークアクセス: Everyone のアウ t ス i 牛巧をお名ユーザーじ適... 
■:，ネットワ-クアクセス: SAM アカウシトわよ iJf 其ちのおをの列ぎを i 午... 
.ネットワ-ウ アクセス: SAM アカウントのおをの列をを i 午巧しねい 
ネットワークアクセス:ネットワーウ記 I 正のをめじパスワードわよけ巧な… 
ネットワークアクセス:リモートからアウセスできるレジストリのバス 
— ネ、 V 卜つ一勺で勺わス:り午ートから7勺わスで•ザるレヴ又トリの W 又もよ 7 L . 


ネットワークアクたス:リモートからアクたスできるを 肺’ 寸き-.1;: •け 


' バツ tZ 乂 

ネットワーウアクセス 
.ネットワーウアク它ス 


□—でルパリワソ h の巧ちごでそユリ T ィ七了ル 

おるでアウたスできる巧ち 

ちるの S のとる前の变巧を i 午巧する 


ホち黃 
ホ定義 
無タカ 
ちタカ 
ち巧 
ち巧 
30日間 
ちな 
热力 
無力 
ち巧 
無タカ 

System ¥ CurrentContro 吃 e ... 
SystemMCurrentContro ISe ... 


クラシック- 
ホち黃 
撤力 


□一カル ユー サ… 


4. [口ーカル ポリシーの設定]タブを選択して" SAMR " と入力し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 


ネゥトワークアクセス：リモートからアクセスできるを巧なきバイブのブ□バティ 


□-カルポリシーの試ち I 説日月 I 

通 ネットワークアが Z 又リモートからアが Z スできるるお巧きパイプ 


JJ2S] 


ホ，"。 




し 


OK I キでン t ル」 適用(が」 


が上で、セキュリティの設定が変更され、クライアントからユーザーのパスワードを変更できる状態にな 
りました。 
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iStorage NS の設をを行う 


1.4.1.2 ユーザーの パスワードを 変更す る 

な下の手順で、クライアントからユーザーのパスワードを変更します。 

1. クライアント PC で、 [ Ctrl + Alt + Del ] を押下します。 

2. [パスワードの変更]ボタンをクリックします。 

3. を更内容を下記の表を元に入力して [0 K ] ボタンをクリックします。 


項目お 

入力内容 

ユーザー 名 

パスワードを変更するューザーぶ 

ログオン先 

iStorage NS のコンピュータ ー名※ 

古いパスワード 

変更前のパスワード 

新しいパスワード 

新たに設定するパスワード 

新しいパスワード（確認入力） 

新たに設定するパスワードの再入力 


※コンピューターぶ は キーボー ドより入力してください。 


r 


【注意】 


V 


\ 

パスワードの有効期限は初期設をでは42日になっておりますので、お客様の 
ポリシーに合わせて適宜変更してください。 

パスワードの文字数は6文字な上である必要があります。また、パスワードに 
は、英大文字、英小文字、数字、記号の文字の4つの種類のうち3つの種類が 
巧用されていなければなりません。 

J 
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iStorage NS の設をを行う 


1-4.2 ローカル グループを 作成す る 

ここでは、 K 下の設定で iStorage NS 上に ローカル ダ ループを 作成し、 ローカルユーザーを 所属させる手 
順について記載します。 


設定項目 

設定内を 

グノレープ 名 

soumu-g 

説明 

任意 

所属するメンバー 

t-yamada 


1. 管理者 メニューの[ローカルユーザーと ダ ループ] をクリックします。 



30 






































iStorage NS の設をを行う 


2. [グループ] を右クリックし、[新しい グループ] をクリックします。 

3. グループを、説明を入力し、[追加]ボタンをクリックします。 



4. [ユーザー の選択]画面が表示されるので、[選択するオブジェクト名を入力してください]の欄に 
追加する ユーザーを 入力して[を前の確認]ボタンをクリックします。 

確認後、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


5. [所属するメンバー]に追加したユーザーが表示されていることを確認して[作成]ボタンをクリッ 
クします。 



6. [閉じる]ボタンをクリックして画面を閉じまず。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2 iStorage NS の共有領域を作る 


♦ 共有を作成する 

SMB 共有、 NFS 共有を作成する手順を記載します。 

♦ Windows クライアントからアクセスする 

Windows クライアントから SMB 共有をアクセスする手順を記載します。 

f 、 

【注意】 Windows Storage Server 2008 R 2 では、共有フォルダーに対■する Windows 
98 、 Windows Me 、 またはそれが前のホ ペレ ーテ イング システムからの ファ 
イル操作をサポートしておりません。 

__ J 

♦ UNIX クライアントからアクセスする 

UNIX クライアントから NFS 共有をアクセスする手順を記載します。 

♦ FTP クライアントからアクセスする 

FTP 共有を作成し、 FTP クライアントからその FTP 共有をアク七スする手順を記載します。 

♦ Web クライアントからアクセスする 

HTTP ( VVeb ) 共有を作成し、 Web ブラウザからその HTTP ( Web ) 共有を作成する手順を記載しま 
す。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2.1 共有を作成する 

iStorage NS では、[共有と記憶域の管理]から[共有の準備]ウィザードを起動し、な下の共有に関連する 
設定を1度で完了することができます。 

- SMB 共有 
- NFS 共有 

. ファイルサーバーリソースマネージャーのクォータ 
. ファイルスクリーン 

- DFS あ前空間に共有を公開 

f -^ 

【注意】 NFS 共有の設定を行う場合、事前に NFS のサービスを開始させる必要があ 
ります。詳しい設定手順については、 【 管理を ガイド（詳細編） 2.2.1 Server 
for NFS サービスの 起動 】 をご参照ください。 

J 


FTP 共有の作成については、本書の 【 2.4 FTP クライアントからアクセス する 】を、 HTTP ( Web ) 共有 
の作成については、本書の 【2.5 VVeb クライアントからアクセス する】を参照してください。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


ここでは、な下の設定内容で共有フォルダーを作成する手順を説明します。 


に MB 共有】 


設定項目 

設定内容 

共有するフォルダー 

D:¥soumu 

NTFS アクセス許可 

administrators フ/レコントロー/レ 

所有者フルコントロール 

soumu-g 変更 

Users 読み取り専用 

SYSTEM フルコントロール 

^親フォルダーからのアクセス権の継承は 

行わない 

SMB の共有ぶ 

soumu 

ューザー 数制限 

制限しない 

アクセスベースの列挙 

有効にする 

キャッシュの設定 

デフナルト設を 


[NFS 共有】 


設定項目 

設定内容 

NFS の共有名 

u-soumu 

エンコード 

EUC-JP 

アクセス許可 

読み取り-書き込み 

ルートアクセスを許可する 

有劾 
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iStorage NS の共有領域を作る 


1. 管ち里者メニューの[共有と記憶域の管ち里]をクリックします。 


い。官巧をタニユー 


全胺 


- に Ix| 



エクスブ □ーラー 

エ クスブロ ーラー 雄めできます。 

コマンドブロンブト 

コマンド’ ブロンブトを起助できます。 

ペイント 

ベイントを起のできます。 

メモ帳 

メモ帳を起かできます。 

コンビュ—ターのを巧 

コンビュ—夕—の昔巧を起ち)できます。 

システム 

コンビューターのブロバティ巧1詔で.きます。 

Windows ヘル ブトサポート 

Windows ヘルブとヴポートをお動できます。 




巧割/機能 


かちと記宿巧のを巧 1 

SMB 共ち' NFS おち獨巧できます。 

1US ぶ一! ノ ター 

HTTP 共ち/ FTP 共有を管巧できます。 

NFS 巧サービス 

NFS ヴーパーを管理できます。 

ADSIX ディター 

NFS の D マッビンヴを强詔できます。 

フアイ j レサーバーリソースマタージ P 一 

記憶巧の容畳制限、拡張モ制限、巧巧げ況活詔等ができま 
す。 

インデックス①オブション 

ファイル巧索铜逝ヒするためのインデックス獨!まできます。 

DFS のを巧 

分取ファイルシステムを菅理できます。 

巧功のち巧 

ブリントウーバーを官巧できます。 


這） 


2. [操作]画面の[共有の準備]をクリックします。 


巧 おちと是巧巧のちま 


-liSl x| 


也 ファイル(り巧巧(が表示(ぶウィン阳処）ヘルプ(ぶ 


- 1 过 x | 


o*»I[eii BIbi 


隔 


なちと i 己巧巧の管巧（□—カル)国 みちと更巧巧のち理（□一カル） 


おち j ボリュ-ムI 
4獅ェシトリ 



1其ちる 

1 ブ□トコル 

1 □一カルパス 

1 クォータ 1 

曰 ブ D 卜 lU レ SMB け7イテム） 

か 

ADMINS 

SMB 

C：¥Windows 


か 

C$ 

SMB 

C：¥ 


か 

D$ 

SMB 

D:¥ 


ぶ 

IPC$ 

SMB 




巧ちと更巧巧のを巧（口^カル） 


1 がの〕ンむ'-夕-へ掉統 ... 

と 

i 己巧域の華楠… 



共ちの華桶... 1 


t ツシヨシのを巧… 

間いているファイルの管理… 


表示 

ここから巧し0ウィンドウ 

► 

回 

を巧の1培卽にを巧 


B 

ヘルプ 



36 


























































iStorage NS の共有領域を作る 


3. [場巧]に共有フォルダーのパスを指定し、[次へ]ボタンをクリックします。 



4. [はい、 NTFS アク七ス許可を変更します]を選択し、[アク七ス許可の編集]をクリックします。 


巧 其ちフオルターの宰巧ウイザード 


■-IPI xJ 




NTFS ア巧な許可 


スゎヴ： 

共ちフォルタ-の場雨 
NTFS アクたス i 午巧 
共ちプ〇トコル 
クオ-9ポリシ- 
フアイル スクリーンポリシー 
i さ定の垣詔と共ちの巧が 
植忍 


NTFS アクたス許巧が旨定して、このフォルダーに巧してをユープーもよ U さウループび□一 
カルにアウたスタる方;'ちを削做します。みちフォルターへのネッのークアクたスでは 、 NTFS 
アクたス許巧や、巧ちプ〇卜]ルをほ巧するよう(こ巧がされをみちのアウたス許可へのか腿 
を猫けることで、ユーザーやジルづに巧みするアクたスレベルを定黃します。 


バス(か 
[ d：¥soumu 

このファルタの NTFS アウたス i 午巧をあミしますか？ 

广いいえ、 NTFS アクたス巧巧をあぞしません脚 
ド はい、 NTFS アウ t ス i 午巧をををします(り 1 

NTFS アクたス i 午巧をあ更するじは、巧クたス許可の庶集]を州ツルます。 


I ァクたス!丰巧の漏案の.. 


舞雞媒撼 t 。 の S 綱し〕い口よ' 「其有.巧ルタ:の?。む巧巧を百，ます 


< 前への || >WN)> I キザンたル J 
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iStorage NS の共有領域を作る 


フルコントロール 
をを 

话み巧りと実行 

フオルターコンテンツの一程表示 
结みなり 


擇严まがる成、 詳編綻(ぶ 


アウわスお刪トアウトス许 HT の註細をま元 I ，ます。 


キャンセル 


迪脚が 


6. [選択するオブジェクト名を入力してください]に " soumu - g " と入力し、[あ前の確認]ボタンをク 
リックします。を前を確認したら [ OK ] ボタンをクリックします。 


ーサーまたはクルーブのさが 


オブジけ卜の種類の遇巧慰: 


「ユーザー、 ヴループまたはピルトインセキュリティプリシシバル 

巧巧のおち(む： 


I FILES VI 


进巧するオブジ I クトるを入力してください（挪(目: 


FILES VI ¥sou mu - を 


詳加設定(か.—」 


オブジ I ウトの幣致か. 


巧所(じ.. 


るおのお i 忍 ( Q ) 


キザン t ル J 


//. 


5. [追加]ボタンをクリックします。 


SOU mu のアクセス許巧 


t キュリティ I 

クループをまたはユーザーを(故 


^CREATOR OWNER 


化 SYSTEM 

曲* Ad m in istrators (FIL ESV 1 ¥ Ad m in istrators ) 

化 Users ( FILESVIVUsers ) 

I 拒加⑩ — ] 肖り除 ( B ) I 

CREATOR OWNER のアウ t ス許巧の 许巧 拒否 


目 n 目 

nnnnn 
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iStorage NS の共有領域を作る 


フル]ント日—ル 

r 変更 

!元か W り C 夫口 

フオルターコンテンツの一監を示 
議完み巧り 


0K J キサン t ル 」[ 適用曲 


^麗織础關をまがるには、 


詳細設定(ぶ 


アウわスま11巧 P とアウたス i 车巧の i ミを田ををします。 


M CREATOR OWNER 
か‘ SYSTEM 

SM Administrators (FILESV1¥Administrators) 

み soumu-g (FIL ESV1 ¥sou mu-g) 
fif, Users (FILESVl¥Users) 

_ お加の)…」 _ 刖除(巧」 
soumu-g のアク tZ ス許巧 (£) i 牛巧 巧ま 


わキュリテイ1 

クループをまたはユーザーを(留: 


XJ 


7. 追加した " soumu - g " で"蛮更"の許可を有劾にして[適用]ボタンをクリックし、[詳細設甸ボタ, 
をクリックします。 


sou mu のアウ t ス許巧 


nnnnn 

Elicit 囚囚 
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iStorage NS の共有領域を作る 


Administrators (FILESV1¥Ad... フルコントロール く地?をなし> 

soumu-g (FIL ESV 1 ¥sou mu-g) 变'更 く地?をなし> 

Users (FILESV1¥Users) 特巧 <满京げよし> 

Users (FILESV1¥Users) 読み巧りと実巧 く継ホなし〉 


このフォルター、サブフォルターわ… 
このフォルダー、サプフォル巧一お... 
このフォルタ‘一とサプフォルジー 
このフオルター、サフフオル巧一ゎ… 


SYSTEM 


フル：]ント□ール 


<地ホなし> 


このフオルター、サブフオルターも… 


追加(耻 .. 」 漏集(む..」_肖 I 臓喊 


r 「 このオブジ I クトの巧からの地ず可能なアウたス i 午巧を含める の] 


アウたス i 午巧 T ントリの管巧 


0K ] キヤンたル」 通用姐」 


9. が下のダイアログボックスが表示されたら、[追加]ボタンをクリックします。 


Windows セキュリティ 


晉吿続行すると、巧から地汪间能なア化ス許可が、このオブジ ：[ ウトに？化ては通用さ 
巧なくなります。 

-巧から撇をされたア化ス i 午巧をを換し、 B 月示的なア化ス i 午巧としてこのオブジェクト 
にお加するはま、惦加]を州ッルてください。 

-巧から搬をされたア化ス i 午巧をこのオブジ巧卜から刖除する(こは、削除]をウリッウし 
てください。 

-地をの設定をここでず更しない巧合は、[キャン t ル]をクリックしてください。 

D ''''―鄕颐'…—… 1 —肖り除(田」—キヤンセル」 


8. [このオブジェクトの親からの継承可能なアクセス許可を含める]のチェックを無効にします。 


SOU mu の t キユリテイの話設ミ 


ァクたスな巧(巧ちを I 

ァ化スな巧： L ントリの詳を田をを示または漏集するには、エントリを遇巧してから、臨集]をクリックしてください。 

ァクたス i 午巧エントリの 

rs ^ riM I アクたス i 午巧 rii € 


CREATOR OWNER 


く地巧むし: 


サ つつ サル ク-とファイルめみ 


「〇 で 口「〇 

午午午午 

ミ〇 -さ … Q ■■■■ 


師 
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iStorage NS の共有領域を作る 


users げ iLt ご V wusersj 
CREATOR OWNER 
SYSTEM 


巧の qx リこ巧 IT 

特巧 

フルコント□づレ 


圧み W 去レノ 

く趨をなし〉 
〈お?をねし> 


しり J ノ： J7 レプ — 、リノノオ J レヴ — <D... 

サブフオルタ-とファイルのみ 
このフオルター、サブフオル巧一わ... 


追加(が… 」 庶集(目... || 肖 I 臓描 J 

厂 このがツエゥ トの規からの化课巧おなアウ t ス i 牛巧を含める(り 
ア々わスミ丰巧 TV 卜りのち 巧 

I OK I キ サン セル」 延思が I 


11.[ OKI ボタンをクリックしてアク七ス許可画面を閉じ、[次へ]ボタンをクリックします。 


10. [アクセス許可エントリ]欄から [ Users ( FILESV 1¥ Users )] の"特殊"エントリを削除し、 [ OK ] ボ 
タンをクリックします。 


のたキユリティの註!!設を 


X ] 


ア化；ぷ阿 j 巧ちを) 

アウたスな巧エントリの詳を田を表示または漏集するには、エントリを遥巧してから、編集]を州》ウしてくだみ、。 
アが!ス i キ巧エントリの： 


脚 [るお 


] アウたス許巧 


I 維を元 


I [通巧ホ 


许巧 

な ？ T 


Administrators ( FILESVWAd .. フルコント □ー ル 
cniimn-g (h Tl h l^gnumn—gl 少由 


<趨ホなし > 

<雜ぶわ I 


このフォルダー、サブフォルターわ… 

r のつ* I し々.—种ブつ411.巧—わ 


Users (FILESVl¥Users) 


巧比を:なし> 


この フ ォルターと サブつ ホ. ルタ- 


巧『 

十午午 

♦fl HIO mo 
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iStorage NS の共有領域を作る 


12. [ SMB ] と [ NF 司のチェックボックスを有効にし、それぞれの共有をを入力して[次へ]ボタンをク 
リックします。 


共ちフォルターの巧巧ウイサード 


献 铺ヴロト。レ 

人でつ ユーザーげこのみちフオルタ’一へのアクセスじほ巧するプ□卜]ルを風円しまも 


巧ちフォルターの巧所 
NTFS アウたス i キ巧 
共ちプロトコル 
SMB 試ち 
SMB アクたぶ车巧 
NFS 記 i 正 
NFS アクじスみ巧 
ウォ-夕惭 シー 
ファイルスウリーンポリシー 
DFS るお巧間へのを巧 
設ミの话記ヒ共ちの化ぶ 
お記 


\p SMB(S) \ 

共有る(が_ 

[soumu 

共ちバスの： 
|¥¥FILESV1¥soumu 

I 口 MFS の I 

共ちる(か ■ 

|u-soumu 

共ちバス膨_ 

]¥¥ FILESV1 ¥u-soumu 


二に J ぶ] 


<ぉへげ）」1 ホへ ( blf > 1 キザン t 化 I 


13. [説剛欄に必要に応じて入力し、[詳細設定]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


14. [アクセスベースの列挙を有効にする]を有効にし、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



15. f 次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


16. [ユーザーとグループは カスタムの共有のアクセス許可を持つ]を選択し、[アクセス許可]ボタン 
をクリックします。 



17. Everyone に"フル コント ロール"の"許可"のアクセス権を設定し [ OK ] ボタンをクリックします。 



18. [次へ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


19. [マップされ ていないユーザーアクセスを有効にする]のチェックを無効にし、 [次へ] ボタンをクリ 
ックします。 



20. [グループと ホストのアクセス許可】欄の 、 "ALL MACHINES " を運択し、[編集]ボタンをクリックし 
ます。 


巧 兴ちフオルターの単巧ウイザード 


IBM 


M = S アウ t ス許可 


スゎブ： 

巧ちフホルタ.-の巧所 
NTFS アウたスな巧 
巧ちプ□卜]ル 
SMB 設定 
SMB アウたス師 
NFS I 忍註 
NFS アウセス師 
クォ-さポリシ- 
フアイル スウリーンポリシー 
DFS をおミ間へのお巧 
i さ定の坦記と共ちの賊 
垣語 


みちフォルダーへの NFS ペースのアウたス[こついて巧ちのアクたス許巧を!旨ミします。其ち 
フォルタ-へのネットワ-クアクたスでは、共をのアクたスミキ巧や NTFS アクセスな巧 WD 制 
巧を巧化することで、2—ザーやクループ【こなちするアクたスレペルをミ義します。 


巧ちバス域： 

ド ¥ FIL ESV 化 U-S0U mu 

ヴループとホストのアウたス画午巧樹： 

るお _ I エン〕-ド r ァ化ス _ ル—トアクたス 

Default 


ALL MACHINE ... ANSI 話み巧り専用 I 午巧しねい 


适加 ( か … || 漏集 ( 目 '. I 上へ (U) I 下へ脚 I 肖り聯扭 I 


養 鶏驟く騷 t 巧の S な。 しつい 口よ' 「巧ち7ホルタ〜の7化ス 的艳巧す 


二回ぶ] 


く前へ ( 巧」！ホへ ( 曲 > I キザ > たル」 
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iStorage NS の共有領域を作る 


21. エンコード、 アクセス許可の設定を行い、 [ OK ] ボタンをクリックします。 



22. [次へ]ボタンをクリックします。 

23. この共有フォルダーで、フォルダー単位のクォータを設をする場合は、[クォータの適用]のチェッ 
クボックスを有効にし、テンプレートを運択して[次へ1ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


24. この共有フォルダーで、あ張子によるファイルスクリーニングを行う場合は、[ファイルスクリー 
ンの適用]のチェックボックスを有効にし、テンプレートを選択して[次へ]ボタンをクリックしま 
す。 



25. この共有フォルダーを既存の DFS 《前空間に追加する場合は、必要に応じて設定を行い、[次へ]ボ 
タンをクリックします。 


を^みちフォルターの巧なウィザード 


面' D 氏を前空巧/ V® 発巧 

スわす 

共ちフォルダ-の巧巧 

NTFS アウセスみ巧 

共ちブ〇卜]ル 

SMB 設定 

SMB アウ枕村 

NFS i 忍訪 

NFS アウセス肺 

既巧のをお空間わよける前空間に巧ぶするフォルターを指定して、 DFS をおち間に 

SMB みちをを巧できます。るおま間パスの新をのフォルターじ、フォルターターザ》卜とし 
て巧しいなちが設定されます。 

r DFS をお空間への SMB 共ちのを行 (u) 

ぞ赢空間での視フォルター旧： 

1 ま勵段- 1 

f 列：巧 Domain¥Name が older 

巧視フォルタ,一を(臣： 

ウォ-々ポリシ- 

1 

ファイルス如ーシポリシー 

例: <るお> または <巧規フォルタ-〉がをお> 

DFS をな空間 A の発け 

を前却乱仇於レむ一做： 

設ミの鹿忍と共もの巧巧 

1 

植5 



DFS を前空間の詳細【こついては、 「るをを面 J を争照してくだミい。 

< MaCP ) f )WN )> 1 キヤンむレ」 
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26. 設を内容を確認し、正しい場合は[作成]ボタンをクリックします。 



27. 正しく設をが完了した場合は、な下のように表示されます。[閉じる]ボタンをクリックします。 
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2.2 Windows クライアントからアクセスする 

ここでは NET USE コマンドを{ま用してアクセスする方をについて記載します。 


1. クライアント PC でコマンドプロンプトを起動します。 

2. な下の構文でコマンドを入力して Enter キーを押下します。 


net use <ドライブ:>¥¥<コンピューター名または IP アドレス>¥<共有名> 

例えば、な下のコマンドを実行すると、コンピューター名： FILESV 1 の共有を： soumu が、クラ 
イアント PC の G ドライブに割り当てられます。 

net use g : ¥¥ filesv 1 ¥soumu 


f 


V 


【注意】クライアント PC でログオンしているユーザーをとパスワードが、ドメインコ 
ントローラや iStorage NS に登録されているユーザーと異なる場合は、ユーザ 
一をとパスワードの入力を要求されますので、画面の指示に従って入力してく 
ださい。 


3. コマンド正常終了のメッセージが表示されたら、コマンドプロンプトを閉じます。 

クライアント PC の マイコンピューター またはエクスプローラ ーに、 項番 2 で指定したドライブが追加さ 
れています。このドライブを開くと、共有領域にアクセスすることができます。 
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2.3 UNIX クライアントからアクセスする 

UNIX クライアントから NFS プロトコルを巧用して iStorage NS 上の共有フォルダーにアク七スするこ 
とができます。複数の UNIX クライアントから iStorage NS 上の共有フォルダーにアクセスする場合は、 
NIS サーバーを巧用し、 UNIX と Windows ユーザー/グループをマッピングします。 

また、 iStorage NS がドメインに参加している場合は、 ServerforN にを利用することで、ドメインコント 
ローラ 上での ユーザー 管理がを易になります。 

詳しくは、【 管 g をガイド（詳細編） 2.2UNIX クライアントからアクセス する 】を参照してください。 

ここでは、ドメイン環境において、 Windows Server 2008 R2 のドメインコントローラ上で Server for NIS 

を利用している環境での、 NFS 共有のアクセスについて説明します。 


2.3.1 ID マッピングソリューションを選択する 

1. 管理をメニューから[共有と記憶域の管巧]を起動し、操作画面の [NFS 構成の編集]をクリック 
します。 



4 サ — "― マネ—か一 (FILESV1) 
曰を稱 1| 

因与 Active Direc わ ry ライトウ r 
困夕 DHCP サ - バ - 
因を Web サ - バ - 瓜） 

日をファイルサーピス_ 


民有と記 I 度:域の管理 


田み DFS の官巧 
因お巧刷とドキユみトサ-ピス 

E 非委能 

Q m m 

田或!宿ぶ 
田哲 i 己巧巧 


みちと五巧ちのを3 

m 

共ち 1 ポリュ-ム 1 


4 個のじトリ 


di 記席域の単棉… 

ぶ 巧ちの準楠... 

共ちを ブ□卜]ル'□-か！"バス クォータ乃イル…， i 


曰 ブ□卜 ] レ SMBW アイな） 

t ジシ3ンの管 巧… 

問いているファイルの管を— 

が ADMINS SMB C：¥Windows 

か C$ SMB C：¥ 

NFS 巧 巧の 漏集... 1 

が D$ SMB D：¥ 

羡 TT ► 

1^ 最巧の巧卽じ更巧 
回 ヘルプ 

若 1 IPC$ SMB 
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2. 右画面の [ ID マッピング ウイザード] を選択します。 



3. ID マッピングセットアップウイザードが起動しますので 、 [Active Directory から ID マッピングを 
取得する]を選択します。 
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4. [Active Directory ドメインまたは互換性のあるデイレクトリ サービス] 欄に、ドメイン名を入力しま 
す。 



5. 確認の画面が表示されますので、 [0 K ] ボタンを押下し、ウイザードを終了します。 
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2-3.2 UNIX クライアントからアクセスする 

UNIX クライアントから NFS 共有フォルダーにアク七スするためには、管理者権限がある UNIX ユーザー 
にてマウントコマンドを実行し、 NFS 共有フォルダーをローカルフォルダーにマウントします。が下にマ 
ウントコマンドの実行例を示します。 


mount -t nfs [iStoraae NS の IP アドレス]: [ NFS 共有お][マウントポイント] 


【補足】 mount コマンドの詳細はクライアント側のマニュアルにてご確認ください。 

心 J 
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2.4 FTP クライアントからアクセスする 

2.4.1 FTP サイトを作成する 

FTP サイトの設定は 、 [MS (インタ ■ —ネットインフオメ'—シヨンサ'—ビス）マネ'—ジャー ] から行います。 
ここでは、 FTP サイトを作成し、その仮想ディレクトリを作成する手順をな下の設定内容に基づき説明し 
ます。 

【 FTP サイト】 【仮想'デイレクトリ】 


設定項目 

設を内容 

サ'ーノく ■ 一名 

FILESV 1 

FTP サイトお 

Default FTP Site 

物理パス 

D:¥Default FTP 


設定項目 

設定内容 

サーバー あ 

FILESV 1 

ェイリアス 

soumu 

物理パス 

D:¥soumu 


1. 管 a をメニューの [NS マネージヤー] をクリックします。 


巧管ま#タニュー 


をが 


■に U 


ェクスブロ> 


コマンドブロンブト 

ペイント 

メモ餐 

コンビューターのを巧 

システム 

Windows ヘルブとヴボー 


巧割/お能 


エクスブローラーを起なできます。 

コマンドブロンブト雄かできまず。 
ペイントを拉勒でぎます。 

メモ巧をが勒できます。 

コンビューターの官巧を起勒できます。 

コンビューターのブロバティを51詔でぎます。 
Windows ヘル ブとヴボートを起勒できます。 



其ちと記宿巧のを巧 

SMB 拱ち、 fvFS 共ちを官巧できます。 

ns ィ 年一; わ，、 I 

HTTP み有/ FTP み有を宣理できます。 

NFS 巧サービス 

NFS ヴーバーを官理できます。 

ADSIX ディター 

NFS の D マつビンヴを淹詔でぎます。 

ファイルヴーバーリソースマネージャー 

記憶均:の容量制限、化張子制限、巧巧が况確認等ができま 


す。 

インデックスのオブシ 3 ン 

ファイル巧を補速化するためのインデックス獨巧できます。 

DFS のを巧 

分 敗 ファイルシステムを 管 巧できます。 

巧則のを巧 

プ J ントウづ卜だ封至できまず。 



1 ^ 
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2. 左ツリーのコンピューターをのノードを展開し、[サイト]を表示します。 



3. [サイト]を右クリックし、 [ FTP サイトの追加]をクリックします。 
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4. [ FTP サイトの追加]で、 FTP サイト名と物理パスを指定し、 [次へ] をクリックします。 



5. FTP 接続を許可する自身の IP アドレスを選択し SSL の項目を必要に応じて選択した後、 [次へ] ボ 
タンをクリックします。 
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6. 認証および承認の情報を必要に応じて指定し、[終了]ボタンをクリックします。 



な上で FTP サイトが作成されました。続いて、仮想、ディレクトリを作成します。 

7. 上記で作成した FTP サイトを右クリックし、[仮おディレクトリの追加]をクリックします。 


ち 目 イシ ターネ 9 トインフォ；*ーシ 3 シサー E ス （ ns ) マネー 5 ャー 


化 居, 「占 ► FILESV 1 ►サイト ► 
ファイルの表示 ( V ) ヘルプ ( H ) 


巧沒 


わ.， .， I を I が. 


^スタートぺージ 

白… ち FILESV1(F 止 ESVWAdminis か; 

: . アプリケーションプール 

白团サ仆 
の' み WebRDP 
因 


サイト 


フイルター： 

，岳なまの），尼 

さ■お* 1 ID 

1機 1 

• Default FTP Site 2 

閱化活みり… 

♦ WebRDP 1 

閱始'ちみ化… 




エクスプロ-ラ- 
アウ t ス許可の漏実.. 


蓋 アプリケーションの胤日'', 

づ f 反巧ディレウトリのち加 

"インドの漏集… 
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8. 仮おディレクトリのエイリアス （ FTP 共有あ）と物巧パスを指定し、 [ OK ] をクリックします。 



な上で、仮想ディレクトリが作成されました。 

2.4.2 FTP クライアントからアクセスする 

FTP 共有へのアク七スには、 FTP クライアントソフトウェアをイ吏用します。アク七スのホ法については、 
をソフトウェアのイ吏用方?去に従ってください。例えば、 Windows クライアントから Internet Explorer をイま 
用し FTP 共有フォルダーにアクセスするには、な下の URL をアドレスバーに入力します。 

ftp://<iStoraae NS の IP アドレスまたはコンピューターぶ >/< FTP 共有を>/ 
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2.5 Web クライアントからアクセスする 

HTTP ( Web ) 共有は、 [NS (インターネット インフォメーションサービス） マネージャー] から設をを行い 
ます。ここでは、な下の設定で HTTP ( Web ) 共有を設をする手順を説明します。 


設定項目 

設定内容 

コンピューターを 

FILESV 1 

サイトを 

Shared Folders 

Web サイトのパス 

D:¥WebDAV Shared 

ポート番号 

15000 

エイリアス 

soumu 

共有の物巧パス 

D :¥ soumu 

認証方法 

Windows 認証 

WebDAV 認証 

すべてのコンテンツ 

すべての ユーザーに 読み取り/書き込み 
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2.5.1 新規サイトを作成し、 WebDAV と認証ホ法を設定する 

1. 管ち里者メニューの[1旧 マネージャー] をクリックします。 


巧音まをタニュ- 


全胺 


エクスブローラー 

エクスブ日ーラーを起お]できます。 

コマンドブロンブト 

コマンドブ□ンブト视勒できます。 

ペイント 

ペイントを超が)できます。 

メモ餐 

メモ帳を起卸できます。 

コンビューターのを巧 

コンビューターの管巧を起巧できます。 

システム 

コンビュータ—のブロバティをお詔でぎます。 

Windows ヘルブとツボート 

Windows ぺレブとヴボートを起勒できます。 

役割/機能 

该 

共ちと記宿がのを巧 

SMB 共ち、 NFS 共ちを官巧できます。 

I ns マネ-ジャ- I 

HTTP 其有/ FTP み有を富巧できます。 

NFSW リ ー & 

fvJFS サーバーを管理できます。 

ADSIX ディター 

NFS の] D マツビンヴ巧!詔できます。 

フアイ J レヴーバーリソースマネージャー 

記憶域の存畳制限、化張子制限、巧用が況巧詔等ができま 
す。 

インデックスのオブシヨン 

ファイル巧を桐速化するためのインデックス獨巧できます。 

DFS のを巧 

分帯!ファイルシステムを管理できます。 

巧巧のを巧 

ブリントウーパーを管理できます。 


2. 左ツリーのコンピューターをのノードを展開し、[サイト]を右クリックして [ Web サイトの追加]を 
クリックします。 


fe インターネタトインフォターシヨンサー E ス （ ns ) マネージサー 


© 

乃イルの 


- ► FILESV 1 ►サイト ► 


をモ( V )ヘルプ ( H ) 


が 


C.'， 


1>!1が 


スタートページ 

白''.巧 FILESV 1 (FILESVtMAdminisH 

:アプリケーションプール 
田も 


巧， サイト 

フイルター： 


をが 


JlD 


QWtehRf 


Web サイトの遙加... 


の 最新の巧報じを f 斤 ( R ) 

巧 


FTP サイトのお加... 


〕ンテンツむ一に切りをえ 
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3. 必要項目を設定し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 



f -^ 

【注意】ファイアウォールを有効にしている場合、管理者メニューの[セキュリティが強 
化された Windows ファイアウォール]より、指定したポートを開放する必要があ 
ります。詳しい設定手順については、 【 管理者 ガイド（詳細編） 2.4.1 特定のポ 
ートを開放す る】をご参照ください。 

V J 

4. 作成した Web サイトをクリックし、中央画面の [ WebDAV ホーサリンダ規則]をダブルクリック 
します。 


'U インターネブトインフォイーシ 3 ンサー E ス （ ns ) マネーヴャー 


皆-;* 度; 


FILESV 1 ►サイト ► Shared Folders 


〕 の 


ファイルげ）まモ(V )ヘル:? ( H ) 


-!□! XI 

I み， 


A ，， i | を I が. 


も9スをートページ 

I ち FILESV1 (FILESV1¥Administr< 
^アプリケーションプール 
を-ミ!サ仆 
田 41 WebRDP 


& 


Snared rolders ホーム 


フィルタ- :I 

1，1 巧な瓶が，思すベてまを(が 

|;| 

肪 



3 

禮 

接 

か 


… P 協へ')夕 -IP ア^^術 

MIME の巧强 


a 

嗟 

固 

— 

SSL 設ミ 

サリシ 

エラ—ぺ—ジ 


擊 


4 f 



公4 ェクスプ□ーラー 
アクたス!キ巧の漏集… 


サイトの場集 

バインド— 
a ま本記ち-.. 


アプリケーンヨンのまモ 
巧巧ディレウ…のき示 


Web サイトの管巧 

さ 再お肋 
>間賠 
■ 信止 


Web サイトのを県 

巧 *:1日000化邮)を賠 
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5. [操作]画面の [ WebDAV の有効 化 ] をクリックします。 



6. [操作]画面の [オー サリング規則の追加]をクリックし、"すべての ユーザー"、 "読み取り"、"書き 
込み"を有効にして [0 K ] ボタンをクリックします。 
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7. 左ツリーから作成した Web サイトを選択し、中央画面の瞬証]をダブルクリックします。 



8. " Windows 認証"を選択し、隅作]画面の[有効にする]をクリックします。また、同おの手順で、 
匿を認証"を無効にします。 
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2.5.2 HTTP (Web) 共有を作成する 

1. 左ツリーから作成した Web サイトを右クリックし J 仮想ディレクトリの追加 I をクリックします。 


ホ インターネ ブト イシフォターシヨンサー e ス （ ns) マネージヤー 1 

0© 

@ > FILES VI ►サイト ► Shared Folders ► 

ファイルの 

表示(V )ヘル:? ( H ) 


巧篇 


み ， y I る I 投 


电 スタ-トペ-ジ 
回.' 巧 FILESV1 (FILESV1¥Administrc 
:立アプリケーションプール 
白立!サ仆 
を 巧 WebRDP 

田'々 


Shared Folders 


Q 認証 

ルレープ化：ルレ-ブ化ねし 

をお‘ _ 

ASP.NET 惜瓷 
Windows 記 i 正 
巧イツ T スト!忍詞 


必 ェクスプ□ーラー 

アウたスな巧の漏集.. 


急 アプリケーションのお加… 


I ゴ 化巧ディレウトリの追加... _ I 

1 バインドの漏集... 1 

2. エイリアス （ http 共有を）と物巧パスを指定し、 [ OKI ボタンをクリックします。 
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3. 


左ツ y —から作成した共有 " soumu " をクリックし、中央画面の [ WebDAV オーサリンダ規則]を 
ダブルクリックします。 



ファイルのま示(ぶヘルプ ( ij ) 


苗ち 

お， ぃ || を 1 お 

^乂タートペーソ 

白… 巧 FILESV1 (FILESV 巧 Adminis か £ 
: jj } アプリケーションプール 
白.|_^サイト 

をみ WebRDP 
白 A Shared Folders 

を.. 巧 



soumu ホーム 


フイルター： 

，-- —1 なま樹， 

J ^ J J 一 J 一 

ま 

、 OWW 、 J / ♦ 


肪 

禮. 

相 


HTTP 礎へが- IP ア^%!術 

MIME の種 

a 


為 

SSL 記ち 

WebDAV オーサリン 
ヴ規削 

エラーパー 


4. "すべてのユーザー"、 "読み取り、書き込み"と表示されていることを確認します。 





一 e ス （ ns 》 マネーヴヤー 


,j ► FILESV1► サイト ► Shared Folders ► soumu ► 


ファイルのを示(ぶヘルプ ( M ) 


巧镜 


も， い I を I が 


WebDAV オーサリンヴ規則 


巧れ 


オーサリン^ 


谭ストトペ-ジ 

日…巧 FILESVt (FILESVl¥Administra 
i Q アプリケーションプール 
も.过サ仆 
をみ WebRDP 
il み 

Shared Folders 
田左 J soumu 


嘉弦端提ジ-の巧たス補記誦の規則对旨定する放、この 


バつ:つーザー 

i 巧ま" 

1マ々わ：！ 1 

1* わ预立-ザ- 


S み巧り.晋きをみ 1 


WebDAV 

@ ヘルプ 
オンライン 
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2.5.3 HTTP ( Web ) 共有にアクセスする 

iStorage NS 上の HTTP ( Web ) 共有へアクセスするには、 WebDAV に巧応したクライアントソフトウェ 
アを巧用します。アクセスの方をについては、をソフトウェアの{ま用ホをに従ってください。 

ここでは 、 Windows XP クライアントにてネットワークプレースを追加し 、 HTTP ( Web ) 共有フォルダ 
一にアクセスする手順について説明します。 

1. クライアント PC にて、[スタート]^ [マイネットワーク]^ [ネットワークプレースを追加する] 
をクリックします。 

2. [ネットワークプレースの追加 ウイザード] が起動しますので、[次へ1をクリックします。 
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3. [次へ]をクリックします。 



4. [インター ネットまたはネットワークの アドレス] 欄に、な下の URL を入力し、 [次へ] をクリック 
します。なお、ポート番号はサイト作成時に指定した値を入力します。 

ht 中 :// ciStoraae NS の IP アドレスまたはコンピューター名 >:< ポート番号 >/< HTTP 共有あ> 
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iStorage NS の共有領域を作る 


5. iStorage NS のユーザーをとパスワードを入力し、 [ OK ] をクリックします。 



6. [このネットワークプレースのを前を入力してください]欄に、任意のネットワークプレース名を 
入力し、[次へ]をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


7. [完了]をクリックします。 



8. ユーザーをとパスワードを要ホされるので、入力後 OK をクリックすると 、 HTTP ( Web ) 共有のフ 
オルダーにアクセスすることができます。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


【補足】 

上記手順実施後は、 [エクスプローラー]の[マイネットワーク] 配下に 、 HTTP ( Web ) 共有フォルダー 
が追加されます。な降 、 HTTP ( Web ) 共有フォルダーにアクセスする場合は、こちらからアク七スでき 
ます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3 iStorage NS の共有領域を管理する 


♦ アクセス権を管理する 

SMB 、 NFS などの共有のアクセス権を設を-を更する手順について説明します。 

♦ ディスク使用状況のレポートを作成する 

記憶域レポート機能を使用して iStorage NS のディスクの{ま用状況をレポートとして配信しま 
す。 

♦ 複数サーバーの共有フォルダーを統合する 

DFS 機能を使用して複数 サーバーの 共有を仮想的に1台の サーバー 配下に統合し、共有フ ォル 
ダーへの アク 七スの 簡素化を図ります。 

♦ ディスクスペースを有効活用する 

S に機能を使用 して 同ーボリ ューム 内の重複するファイルを1つにまとめることで、デ ィスクス 
ペース を節約することができます。 
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3.1 アクセス権を管理する 

3.1.1SMB 共有のアクセス権を管理する 

SMB 共有のアクセス権には、共有レベルのアクセス権とファイルシステムレベルのアクセス権があります。 
共有レベルのアクセス権はネットワークアクセス時に適用されるアクセス権で、ファイルシステムのアク 
七ス権は、共有フォルダー内のフォルダーやファイルに適用されるアクセス権です。この2つのアクセス 
制御を組み合わせることで、細やかなアクセス制御を行うことができます。 

例えば、共有フォルダーやファイルに巧し、グループ A のユーザーにはフルコントロールの許可を与え、 
グループ B のユーザーはフォルダーやファイルを開くことしかできない（読み取りのみ）等の設定もでき 
ます。 

3 . 1 . 1.1 共有レベルのアクセス許可 

な下の表では、アクセス許可のレベルごとに可能な操作を記載しています。 


アクセス許可 

許可する内を 

フルコント ロー ル 

すべての変更許可に加え、アク七ス許可の変更 (NTFS ファイ 

ルおよびフオルダ' 一 のみ） 

'麥更 

すべての読み取り許可に加え、ファイルとサブフォルダーの追 

カロ、ファイル内容の変更、サブフォルダーとファイルの削除 

読み取り 

ファイル名とサブフォルダーをの表示、ファイルデータの表 

示、プログラムの実行 


SMB 共有の設定は、サーバーマネージャーの[共有と記憶域の管巧]で、ウイザードを使用して NFS 共 
有やクォータの設定などと同時に行うことができます。共有レベルのアクセス権の設をについては、本書 
の 【2.1 共有を作成す る】を参照してください。 
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3 . 1 . 1.2 ファイルシステムレベルのアクセス許可 
な下の表で、アクセス許可のレベルごとに可能な操作を記載します。 


アクセス許可 

許可する内を 

フルコント ロー ル 

変更の許可に加え、サブフォルダーとファイルの削除、アクセス許可 

のを更、所有権の取得 

変更 

フォルダーのスキャンとファイルの実行、フォルダーの一覧/データ 

の読み取り、属性の読み取り、化張属性の読み取り、ファイルの作成 

/データの書き込み、フォルダーの作成/データの追加、属性の書き込 

み、化張属性の書き込み、削除、ァクセス許可の読み取り、同期 

読み取りと実行 

フォルダーのスキャンとファイルの実行、フォルダーの一覧/データ 

の読み取り、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、アクセス許可の 

読み取り、同期 

フオルダーの内容の一覧表示 

フォルダーのスキャンとファイルの実行、フォルダーの一覧/データ 

の読み取り、属性の読み取り、扼張属性の読み取り、アクセス許可の 

読み取り、同期 

読み取り 

フォルダーの一覧/データの読み取り、属性の読み取り、拡張属性の 

読み取り、アクセス許可の読み取り、同期 

書き込み 

ファイルの作成/データの書き込み、フォルダーの作成/データの追 

カロ、属性の書き込み、拡張属性の書き込み、アクセス許可の読み取り、 

同期 


3 . 1 . 1 . 2 . 1 . ファイルシステムレベルのアクセス権を設をする 

ファイルシステムレベルのァクセス権は、[共有と記憶域の管理]で共有を作成する際に同時に設定するこ 
とができます。詳細は本書の 【 2.1 共有を作成す る 】を参照してください。 

ここでは、既存の共有に、な下の設を内容でアクセス権を追加する手順を説明します。 



設定内容 

共有フォルダー 

soumu 

アク七ス許可 

eigyo - g グループ：変更 
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1. 管理者メニューの[共有と記憶域の管理]をクリックします。 


巧をま#タニュー 


をが 



エクスブローラー 

コマンドブロンブト 

ペイント 

メモ樓 

コンビューターのを巧 

システム 

Windows ヘルブとヴポー 


共ちとり I 巧がのを巧 


ns マネージャー 

NFS 巧サービス 

ADSIX ディター 
フアイ/レヴーバー 


エクスブローラーを起なできます。 

コマンドブロンブトを起かできまず。 
ペイントを起勒できます。 

メモ巧をお勒できます。 

コンビューターの管理を起勒できます。 

コンビューターのブロバティを確認でぎます。 
Windows ヘル ブとヴボートを起勒できます。 


SMB 其ち、 NFS 共ちを管巧できます。 
HTTP み有/ FTP み有を t 理できます。 
NFS ヴーバーを管理できます。 

NFS の D マッビンヴをお詔で.きます0 



リソースマトみ一 賢域の容畳祖瓶長モ泄剛祝確認等げできま 


インデックスのオブシ3ン 

DFS のを巧 

巧切のを巧 


ファイル候を補速化するためのインデックス獨理できます。 
分がファイルシステムを管 J 至できます。 

プ J ントウづ卜だ封至できます。 


盧 


2. 設をを変更する共有をダブルクリックします。 


讶共 ちと S 巧ちのをさ 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


：?ルコントロール 
巧更 

読み恥)と実巧 

フォルグー ] ンテンツの一長ま示 
I ミみ巧り 


特巧なアウわス i 车巧または詳細設定をま示するには、 
間を ffli ミミ ] をクリクルます。 

アウわスお I 刷トアウドス i キ巧の i ちを田ホ亲元しまザ。 


詳帥設定(ぶ 


soumu のアク忙ス許巧 


ぶ] 


たネュリティ j 

ヴループをまたはユーザーる做： 


ミ梅ず目向 1 

化 soumu-g (FILESV 1 ¥soumu-g) 


Administrator (FILESVIMAdministrator) 


S/t^ Administrators (FILESV1¥Administrators) 


1 胤！ ] 似 … 1 

刖除 ( 巧 1 


SYSTEM のアク t ス I 午巧の 


許巧 


拒ま 


3. r アクセス許可]タブを選択し、 [NTFS アク七ス許可]ボタンをクリックします。 



4. [追カロ]ボタンをクリックします。 


0 K J キサンセル」_通用(が」 


目 n 目 

囚囚囚囚囚 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


ミ巧か q 乂リこ巧け 

フォルター ] ンテンツの一度ま示 
息売み巧り 


纖严表示する邸、 画さ定(ぶ J 

アウわスホり刷トアウわスみ巧の詳細をホ示します。 


キャン t ル 


適用(か 


[0K] ボタンをクリックしてプロパティ画面を閉じます。 


5. [選択するホブジェクト名を入力してください]に " eigyo - g " と入力し、[名前の確認]ボタンをクリ 
ックします。入力した" eigyo - g " に場所の指定が付与された表示となります。オブジェクト名を確認 
したら、 roK] ボタンをクリックします。 



6. "変更"の"許可"のチェックボックスを有劾にし、 [0K] ボタンをクリックします。 


り sou mu のアク t スな可 


セキュリティ j 

ヴル-プるまたはユーザ-る(田 
41 SYSTEM 

化 soumu-g (FILESVl¥soumu-g) 

I Administrator (FIL ES V1 ¥ Ad m in istrator) 
Ad m inistrators (FIL ESV1 ¥ Ad m in istrators) 
I eigyo-g (FILESVWeigyo- 居） 



胤日(化' 1 

肖 1 聯喊 

eigyo-g のアウ t ス i 午巧(む 

i 车巧 

巧否 

フル]シト□ール 

□ 

□ 二 

1 巧巧 

M} 

□ 1 


unn 

凶囚囚 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.1.2 NFS 共有のアクセス権を管巧する 

NFS 共有のアクセス権は UNIX クライアントに巧し、「読み取りを許可する」、「読み取り/書き込みを許 
可する」、および 「 root ユーザーのアクセスを許可する」の設定を指定します。な下に、既存の共有フ オル 
ダーのアクセス権を変更する手順を説明します。詳細に ついては、 【 管理を ガイド（詳細編） 2.2.6 NFS 共 
有を作成す る】を参照してください。 


1. 管ち里者メニューの[共有と記憶域の管理]をクリックします。 


■ 


. Ini : 


全お 


エクスブロー ラー 

エクスブローラーをが巧)できます。 

コマンドブロンブト 

コマンドブロンブトを起なできます。 

ペイント 

ペイントをが助できます。 

メモ 餐 

メモ嘘を起 苗] できます。 

コンビュー々一のを理 

コンビューターの管理を起巧)できます。 

システム 

コンビューターのブロパティぞ 61 詔できます。 

Windows ヘル ブとヴボート 

Windows ヘル ブとサボートを起を)できます。 



巧な/巧 お 

S ' 

「 # 有と fBtrs® ち S I 

SMB 共有、 NFS 共有を官巧できます。 

ns マネーシ>一 

HTTP 共ち/ FTP 共有を管巧できます。 

NFS 巧ヴービス 

NFS ヴーパーを管理できます。 

ADSIX ディタ ー 

NFS のの マッビングを確認でぎます。 

ファイルヴーバーリソースマ壬ージャー 

記憶域の容さ制限、化張子制限、巧用げ況確認等ができま 
す。 

インデックスのオブシ a ン 

ファイル巧索を商速化するためのインデックスを管理できます。 

DFS のを巧 

分散ファイルシステム獨巧できます。 

巧刷のを巧 

ブリントヴーパーを管 5 まできます。 


1 1 基 I 
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み I 區 I 回 面. 


お 巧をと記巧巧の管理（□一カル） 


巧をと更巧巧のをま （ D —カル） 


みち I ボリュ-ム I 
13 晒の I ントリ 


sou mu 2 i NFS d¥soumu 



1巧ちる 

1 プ□卜〕ル 

□一カルパス 

1 クォ-夕 

1 ファイル… 

シャド 0 ... 

さき巧巧 1 

曰 ブ□卜 lU レ SMB (りアイテム） 

か 

ADMIN$ 

SMB 

C：MWindows 




107 GB 

か 

C$ 

SMB 

C：¥ 




107 GB 

か 

D$ 

SMB 

D：¥ 



殘 

2.61 TB 

忌! 

DFStargetl 

SMB 

G: の FStar がが D... 




107 GB 

を 

DFStarget2 

SMB 

c：¥DFStarget¥D... 




107 GB 

盏 

IPC$ 

SMB 





国 

活 

Pub 

SMB 

C: の FSRoots が... 




107 GB 

ぶ 

robo 

SMB 

D：¥robo 



感 

2.61 TB 

み 

share 

SMB 

F: お hare 




- 

忌) 

sou mu'"! 

SMB 

d：¥soumu 




100.0 MB 

か 

W$ 

SMB 

m 




125 MB 

曰 ブ Dku レ NFS (2 アイテム） 

ザ 


MFC ： 

rvw 一 e 



A 

ウ R1 TR 




3. [アクセス許可]タブの [ NFS アクセス許可]をクリックします。 


soumu ^2 のブ□パティ 


XJ 


NFS みち I NFS 詔|正アウたスな巧 


みちのアウたス許可は、みちフオルター【こアクたス漸腳レペルを提供しま 
す。 NTFS アク t スな巧は、ファイルやフオルタ I 一への□一カルアク t スを利 
柳します。共ちフオルジー A のネットワーウアウたスでは、共ちのアク t ス i 午 
巧や NTFS アウたスな巧へのま I 腿を谢ヒすることで、ユーザーやクループじ 
巧ちするアウたスレペルをミ義します。 

このフオル巧'-じ巧してネットワーク経由でアウたスするユーザーじ NFS アク 
t ス I 午巧を設ミするには、 [ NFS アク t ス i 午巧]をクリックします。 


NFS アク t ス i 牛巧 ( j ^ 


驢菊 I 織胞午 


NTFS アク t ス許巧の 


「 巧 有对ルト雖ス 


0 K 


キャンたル」 _ 適巧(が 


iStoraae NS の共有領域を管理する 


2. 設定を変更する共有名をダブルクリックしまず。 


巧 共ちと置巧巧のをま 


ファイル(り撕ががま示(ぶウィンドウ地）ヘルプ(ぶ 


G ^ > -1 E 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


4. 設をを変更するグループまたはホストを選択し、[編集]をクリックします。 



5. [アク七ス許可]でアクセス権の設定を変更します 。 root ユーザーから NFS 共有にアクセスする場 
合は、[ルートアクセスを許可する]のチェックを有効にし、 [ OK ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


(f 、 

【注意】 root ユーザーを利用する場合は、 Windows ユーザーへのマッピングを必ず 
行ってください。また、マッピングした Windows ユーザーには管巧者権限 
を与えてください。 

V J 


アクセス許可について 

UNIX クライアントごとにアクセス許可を設をする場合は、クライアントグループの設をを行い 
ます。詳細については、【 管理を ガイド（詳細編） 2.2.7.1 クライアントグループの 作成 】を参照 
してください。 
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3.1.3 FTP 共有のアクセス権を管巧する 

FTP 共有のアクセス制御は、ユーザーに読み取りのみを許可するか、書き込みを許可するかのいずれかで 
す。ファイルシステムのアクセス許可 ( NTFS アクセス許可）を組み合わせることで、特をのユーザーや 
グループのメンバーに個別のアクセス権を設定することもできます。ファイルシステムのアクセス権の設 
定手順およびアクセス許可の設定については、本書の 13.1.1 SMB 共有のアクセス権を 管 巧す る 】を 、 FTP 
共有のアクセス権の設定手順については、本書の [2.4 FTP クライアントからアクセス する 】を参照して 
ください。 

3.1.4 HTTP 共有のアクセス権を管理する 

HTTP ( Web ) 共有のアクセス制御は、ユーザーに読み取りのみを許可するか、書き込みを許可するかのい 
ずれかです。 WebDAV のアクセス制御や、ファイルシステムのアクセス許可 ( NTFS アクセス許可）を組 
み合わせることで、特定のユーザーやグループのメンバーに個別のアクセス権を設定することができます。 
ファイルシステムのアクセス権の設定手順およびアクセス許可の設定については、本書の [3.1.1 SMB 共 
有のアクセス権を管 a する 】を、 HTTP 共有のアク七ス権の設定手順については、本書の [2.5 Web クラ 
イアントからアク七ス する】を参照してください。 
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3.2 ディスク使用状況のレポートを作成する 

ディスク使用状況のレポートにはスケジュールによる定期的な出力と手動による出力の2通りがあります。 
ここでは、手動で出力する手順に ついて 説明します。 

スケジュール による定期的な出力に ついては 【 管 a をガイド（詳細編） 3.5 ディスク 使用状況の レポート 
を作成す る 】を参照してください。 

1. 管巧者 メニューの[ファイルサーバーリソースマネージヤー] をクリックします。 



2. 左ツリーの[記憶域レポートの管理]を右クリックし、 [レポートを 今すぐ生成する]を選択します。 


I 良 •ファイルサーバーリソースマネーヴヤー 

ファイルの巧け ( A ) 

ま示( V )ヘルプ〜） 

勢* H 慶睛 I 日窗 



ウォ-クの管巧 
ファイルスウトンの管理 


I レポ-卜が 


„ お 巧茵郑 巧しいレポ-卜のタスクのスケジュ-ル做'' 

^ ご了 レポート巧] 0 吊の I , ポートの巧加哨 I 階 W 


レポ-卜を今すく’生ぶする做.. 


巧巧の' I ち种 tt こち巧 t W 


表ち( V ) 



ヘルプが） 

- r 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [記憶域レポートタスクのプロパティ]画面でレポートと形式を選択し、植加]ボタンをクリック 
します。 



4. [フォルダーの参照]画面でフォルダーを設定し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 


I フオルダーのき県 


フオルターの遽巧 


: V コンピューター 
田 A WSS 2008 R2(C:) 
田し i New Volume (D：) 


フォルツ— (E): |New Volume (D：) 

巧しいフォルターの巧ぶ (tl) I OK i キャンせル I 

- " ■ - 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


5. 晒信]タブを開いてレポートの送信先アドレスを指定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。[オプシ 
ヨンの構成]で管ち里者のアドレスを設定している場合は [Admin Email ] で管ををにレポートが送信 
されます。 



6. [記憶域レポートの生成]画面が表示されますので、表示ホ法を選択して [0 K ] ボタンをクリックし 
ます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.3 複数サーバーの共有フォルダーを統合する 

DFS を前空間を使用すると、複数のサーバーに分散している SMB 共有フォルダーを一台のサーバー配下 
に仮想的に統合することができます。 

これにより、ユーザーはどのサーバーに共有フォルダーが存在しているかを意識する必要がなくなり、共 
有フォルダーにアクセスしたい場合は、一台のサーバーにのみアクセスすることですベての共有フォルダ 
一を参照することができるようになります。 

DFS レプリケーシヨンは、複数のサーバー間のフォルダーを双ち向に複製•同巧するマルチ マスター レ 
プリケーシヨンエンジンです。あるサーバー上で生じた変更は、レプリケーシヨングループの化のすべ 
てのサ'— バ' —にレプリケ'—卜されます。 DFS レプリケーシヨンを利用するには、ドメイン環境である必要 
があります。 

DFS を前空間と DFS レプリケーシヨンの詳細については 【 管 巧者ガイド（詳細編） 3.7 複数サーバーの 
共有フォルダーを統合する （ DFS ) 】 を参照してください。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.4 ディスクスペースを有効活用する 

SIS 巧 ingle Instance storage ) を有効にすると、ボリューム内に存在する複数の同じファイルが一元管巧 
され、その結果、ディスクスペースを有効に巧用することができます。 

たとえば、同ーボリューム内に100 MB の同一内容のファイルが3つ存在する場合、通常は100 MB X 3 
で300 MB のディスクスペースを必要としますが、 SIS を有効にすると、3つのファイルが1つにまとめ 
られて、必要なディスクスペースは100 MB +数 KB (管巧用の領域）となり、狗200 MB の節約が可能 
です。 

なお、 S にの巧象ボリュームは、システムボリュームを巧象とすることはできません。また、 NTFS フアイ 
ルシステムである必要があります。 





ファイルあやファイル日付が異なっていても、内容が同一であれば、同じファ 
イルとみなします。 

SIS を有効にしているボリュームに巧しては、ディスククォータ機能およびフ 
アイルナーバーリソースマネージャーのクォータ機能を設定しないでくださ 


い。 

また、上記な外の機能-ソフトウェアでも、何らかの影響が出る可能性があり 
ます。 S にをご利用になる場合は、化のソフトウェアレ《ックアップソフトウ 
ェア、アンチウイルスソフトウェアなど）との複合的な動作確認を巧分に行つ 
た上で、巧用してください。 

本機能は NS 500 系のモデルでのみご利用になれます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


ここでは、 f : ボリュームで S にを有劾にずる手順について説明しまず。 

1. 管理者メニューの [コマンドプロンプト] をクリックします。 

2. sisadmin / if : と入力して enter キーを押下します。 



S にの設定の詳細については 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.8 ディスクスペースを有劾活用す る 】を参照して 
ください。 
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iStorage NS を運用する 


4 iStorage NS を運用する 


♦ データ/システムを保護する 

バックアップ、共有フォルダーのシャドウコピー、システムの設定情報の保存など、データ/シ 
ステムの保護について簡単に説明します。 

♦ データ/システムを復旧する 

バックアップ、共有フォルダーのシャドウコピー、バックアップ DVD を巧用した 0 S リカバリ 
一と保存した設定情報に基づくシステム復旧について説明します。 

♦ 簡易的に性能をチューニングする 

デフラグの実行など、パフォーマンスを向上させる簡単なホ法について説明します。 

♦ システムを監視する 

ESMPRO、iStorage NS 連携モジュール 、 Universal RAID U 川 ity の概要を説明します。 

♦ 障害を未然に防止する 

修正 モジュールの 適用に ついて 概要を説明します。 
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iStorage NS を運用する 


4.1 データ/システムを保護する 

ウイルスなどによる OS 破壊やハードウェア破損、またはユーザー自身が誤って削除ずる場合や、間違っ 
た情報を書き込んでしまうことなど、様々な要因でデータを失うことが考えられます。これらの要因を 
100%防止することはできません。そのため、データのバックアップは必ず行ってください。 

4-1.1 バックアップソフトウェアを使用する 

定期的に本体のハードディスクドライブ内のデータをバックアップすることをお勧めしまず。最適なバッ 
クアップ用ストレージデバイスやバックアップソフトウェアについては、お買い求めの販売店にお問い合 
わせください。 


/r 




【注意】バックアップソフトウエアの導入に際しては、動作要件を十分にご確認ください。 
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iStorage NS を運用する 


4.1.2 シャドウ コピーを使用す る 


あらかじめシャドウコピーを導入していれば、誤って削除したデータや修正したデータを、共有にアク七 
ス している ユーザー 自身が、ある時点のデータに戻すことができます。 




V 


シャドウコピーはバックアップソフトウエアの代わりになる物ではありません。 
シャドウコピーとは別に、バックアップソフトウエアによるバックアップを必ず 
実施してください。 

シャドウ コピーを 作成する ボリュームで デフラグを行う場合は、 ボリューム 作成 
時にアロケーシヨンユニットサイズを 16 KB な上に設定しておく必要があります。 




J 


ここでは例として、な下の設定内容でシヤドウコピーを設定する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

設定ボリューム （ ドライブ文字） 

ボリューム （ D :) 

スケジユ'—ル 

月火水木金の AM 5:00 


1. 管 a をメニューより[共有と記憶域の管巧]を起動します。 


巧を理をタニュー 


全が 


ク 

エクスブローラー 

エクスブローラーを起勒できます。 


コマンドブロンブト 

コマンドブロンブトを起お)できます。 


ペイント 

ベイントを起巧できます。 


メモ權 

メモ帳を起が)できます。 


コンビューターのを巧 

コンビューターの管巧を起勒できます。 


システム 

コンビューターのブロパティを確認でぎます。 


Windows ヘル ブとヴポート 

W indows ヘル ブと プポー ト を 起勤できます。 



役割/巧能 


ク 1 

共有と記恒巧のを巧 I 

SMB 共ち、 NFS 共ちを管巧できます。 

1 

ns マネージャー 

HTTP 共ち/ FTP 共ちを管理できます。 

■1 ^ ■ 1 
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iStorage NS を運用する 


2. 中央画面で [ボリューム] タブを選択し、 ボリューム ー覧から [ボリューム ( D :)] を選択し、右画面 
の r プロパティ] をクリックしまず。 
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iStorage NS を運用する 


3. [ボリュームの 選択]で [ D :¥] を選択し、[設定]ボタンをクリックします。 



4. 下記画面より、 [スケジュール！ ボタンをクリックします。 
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iStorage NS を運用する 


5. 下記の画面で、デフォルトのスケジュールが 2 つ登録されているので、[削除]ボタンを 2 回押して、 
デフオルトのスケジュールを削除します。 



下記のように、スケジュールを空にします。 

スケジュール j 


卜妨クの予定はあほせい 

z ] 

巧視 ( N ) 1 

刖除(防1 


タスクのスケジュ-ル ( S ): 閲お時刻の 

「巧! 単位 つ I 二^ 詳細説ち( V ).- J 


F 巧数のスケジュ-ルをまちすな U ) 


0 K キャンたル 
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iStorage NS を運用する 


6. [新規]をクリックし、スケジュールに下記設定内容を指をし、 [OK] ボタンをクリックします。 


設定内容 

設定項目 

タスクスケジュール 

週単位 

開始時刻 

5:00 

間隔 

1 

タスクスケジュール 

月火水木金のチェックを有効にする 
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iStorage NS を運用する 


7. 下記の[設定]画面に戻りますので、 [0 K ] ボタンをクリックして、設定完了です。 



シャドウ コピーの 詳細に ついては 【管理者 ガイド（詳細編） 3.1 シャドウ コピー】 を参照してください。 


95 

























iStorage NS を運用する 


4.1.3 設定内容を控える 

バックアップソフトウェアでも復旧ができない場合は、バックアップ DVD を{ま用してシステムを再イン 
ストールすることでシステムを復旧します。バックアップ DVD からシステムの再インストールを行った場 
合には、全てのシステム情報は出荷が態に戻ります。このため、システム情報の再設をが必要になります 
ので、必要に応じてシステムの設定内容を控えておいてください。 
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iStorage NS を運用する 


4-2 データ/システムを復旧する 

ディスク破損によってデータやシステムに異常が発生した場合や、データを誤って削除した攝合は、事前 
に作成して いたバックアップやシャドウコピーから 復旧します。 

4.2.1 バックアップから復旧する 

事前にバックアップソフトウェアで作成していたバックアップデータから復旧します。 

復旧手順はをバックアップソフトウエアのマニュアルを参照してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.2.2 シャドウコピーから復旧する 

共有フォルダーのデータをユーザーが誤って削除してしまった場合や誤って書き换えた場合は、あらかじ 
め作成していたシャドウコピーから復旧することができます。 

ここでは、ユーザーが誤って書き换えてしまったファイルを最新のシャドウコピーから復旧する手順を説 
明します。復旧するファイルは、ネットワークドライブ Z : 配下の Z :¥ docs ¥ 報告書¥2007年12月. doc と 
します。 


1. クライアント PC より、 [エクスプローラー] を起動します。 

2. Z :¥ dOCS ¥ 報告書¥2007年12月. doc を右クリックし、 [プロパティ] を選択します。 


> 巧告ま 


回回囚 

1 ファイルの漏集を）ま示な）わ気に入り边）ツ-ルのヘルプお） 巧 1 

0 戻る • sj ホ yP がを1 

フォルダ 

画’ 

アドレス屯) な 乙が OCS 綱きま 


V f 田な ぉ 

フオル巧 

X をお- サイズ裡ま目 


田 白 マイドキュ火/卜 
曰 j マイコンピュータ 
田义3.日インチ FD ( A :) 

因'5^ □—カルディスウむ） 

日 口 Documents and Settincs 
田 り administrator 
田 白 All Users 
曲 白 Default User 
曰 わ user! 

曲 日 Apphcation Data 
口 Cookies 
虫 Local Sett inf s 
曲な My Documents 
出 な NetHood 
Ir^ PrintHood 
白 SendTo 
な Templates 
曲め わ尉こ入 0 


助 2007 年"月 


1 月 . doc 


巧く均） 

漏集(目 
巧規巧巧の） 
巧刷 (P) 


125 KB Microsoft Wt 
125 KB Microsoft Wc 
125 KB Microsoft Wc 


オフラインでほ用する(か 
プ□ヴラムから巧くお〉 ► 


送る化） 


切り巧りの 
コビーに） 


ショ-卜力》卜の巧巧を〉 
刖梯(が 
さ!おの変更(凹） 


フ□パティの 
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iStorage NS を運用する 


3. [な 前の バージョン] タブを開き、 [ファイルのバージョン] から、[時测が最新の [2007 年12月. doc ] 
を選択して[復元]ボタンをクリックします。 



4. な下の画面が表示されますので[はい I ボタンをクリックします。 



5. な下の画面が表示されますので [ OK ] ボタンをクリックします。 



シャドウコピーの詳細については、【管理を ガイド（詳細編） 3.1 シャドウ コピー】を参照してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.2.3 システムを復旧する 

システムをバックアップ DVD から再インストールする場合、装置添付のバックアップ DVD を利用します。 
バックアップ DVD からの再インストールについては、装置付属のメンテナンスガイドまたは、ユーザー 
ズガイドをご確認ください。 

インストールが完了したら、事前に控えておいたシステムの設を情報を使用しシステムの設定を行ってく 
ださい。 
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iStorage NS を運用する 


4.3 簡易的に性能をチューニングする 

I/O 負荷が高いと、システムのレスポンス低下や、予期しない様々なトラブル発生の要因になることがあ 
ります。が下に iStorage NS において I / O 性能を向上させる一般的な方法について説明します。 

4.3.1 デフラグを実施する 

フラグメント（ファイルの断斤化）が発生していると、スプリット I / O が増加することで I / O 負荷が高ま 
ります。フラグメントの状況をを巧的に確認し、必要に応じディスクデフラグ（ディスクの最適化）を実 
行してください。 

【注意】ユーザーボリュームにシャドウコピーを作成し、さらにデフラグを行う場合は、ボリ 
ューム作成時にアロケーシヨンュニットサイズを 16 KB な上にする必要があります。 

V J 


4.3.2 DAC キャッシュを有効にする 

DAC (ディスクアレイコントローラ）のキャッシュを 有効にすると、書き込みデータが DAC 上のメモリ 
に キャッシュ された時点で 0 S へ書き込み完了が通知されるため、書き込み時間を短縮することができま 
す。 DAC キャッシュの 設定方法に ついては、 を DAC ボードのマニュアルを 参照してください。 

/T -% 

【注意】- DAC キャッシュを有効にする場合は DAC にバッテリーが接続されている必要 
があります。 

V J 

4.3.3 LAN アダプタをチーミングする 

LAN アダプタをチーミング ( ALB ) することで、サーバーからの送信速をを向上させることができます。 
チー ミングの設定ホ法については、 ユーザーズ ガイドや LAN アダプタの マニュアルを 参照してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.3.4 資源を増強する 

1台のサーバーにアクセスが集中すると、これまでのチューニングを行っても改善しない場合があります。 
このような場合は、ボトルネックとなっている部分を特定してその資源を増強します。例えば、常にメモ 
リ使用量が大きい場合や、仮想、メモリへのスワップが発生している場合は、メモリを増設します。常に CPU 
使用率が高い場合、 CPU 増設が可能な装置では CPU を増設します。ディスク I / O が集中している場合、 
ディスク増設が可能な装置ではディスクを増設し、{吏用頻度の高いファイルを分散配置します。ネットワ 
ークがボトルネックになっている場合、回線速度の速いネットワークに移行します。 

ボトルネック箇所の切り分けやハードウエアの増設が困難な場合などには、サーバー自体を増設して負荷 
をみ散させることも有効な手段です。 
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iStorage NS を運用する 


4.4 システムを監視する 

本製品には、サーバー運用を支援するためにが下のアプリケーションが添付されています。 

•ESMPRO 

- iStorage NS 連携モジュール 
- Universal RAID Utility 


これらのアプリケーションについて、が下に説明します。 

4-4.1 ESMPRO 

ESMPRO/Server Manager 、 ESMPRO/Server Agent を使用したサーバー管理では、1台のシステム管理用 
PC (マネージヤー）のもとで、ネットワーク上のすべてのサーバー情報、 SCSI 機器接続が況、ディスク 
アレイ状況を一括管理することができます。また、障害につながる異常を自動的に検知し、システム管理 
者に通報します。障害発生時には、障害箇所や障害内容、対処ホ法などをリアルタイムに表示でき迅速な 
対応を支援します。さらに CPU 負荷やメモリ使用率などのサーバーの稼働状況管理も充実しています。 

本製品には、 ESMPRO/Server Manager 、 ESMPRO/Server Agent 、 ESMPRO/Server Agent Extension 、 
ExpressUpdateAgent が添付されています。 ESMPRO/Server Agent はインストール済です。それな外は、 
EXPRESSBUILDER に格納されていますので、必要に応じてインストールしてください。 

ESMPRO/Server Manager , ESMPRO/Server Agent の詳系りについては 、 EXPRESSBUILDER 内のをドキュ 

メントを参照してください。 

4.4.2 iStorage NS 連携モジュール 

ESMPRO/Server Manager がインストールされている環境に iStorage NS 連携モジュールを適用すること 
で、 ESMPRO/Server Manager よりリモートデスクトップを起動することができます。 

4.4.3 Universal RAID Utility 

Universal RAID Utility は、標準実装している RAID コントローラーの管理•監視を行うアプリケーションで 

す 。 Universal RAID Utility はインストールされています。 


103 




iStorage NS を運用する 


4.5 障害を未然に防止する 

ナーバーを 常に最新のが態にしておくことは、既なの問題や予期せぬ問題を未然に防ぐために有効な手段 
です。ここでは、サーバーを最新の状態にする方をについて説明します。 

4.5.1 セキュリティパッチの適用 

Windows Update を{ま用してセキュリティパッチを適用することで、外部からの不正アクセスや不正処理 
を防止することができます。なお、 Windows Update は、管理者 メニューの [構成] の [Windows Update ] 

をクリックすると起動します。 

4.5.2 OS のサービスパックの適用 

iStorage NS シリーズには、 マイクロ ソフト社が提供するサービスパックを適用することができますが、 
おを様にをむして適用頂くために、 iStorage NS シリーズのサポート情幸良 
( http :// support . express . nec . co . ip / istoraqe / 2013 年 1 月 15 日現在）や PP • サポートサービスのホームぺ 

ージにて、手順や留意事項をご案内いたしまず。サービスパックを適用される攝合は、手順や留意事項を 
ご確認の上、適用してください。 

なお、 サービス パックは Windows Update でも提供されますがお客様が使用許諾に同意するまでは、 サー 
ビス パックが自動的に インストール されることはありません。 インストールを 行わない場合は、 "インスト 
ールし ない" を 選択してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.5.3 修正モジュールの適用 

PP . ナポートサービスのホームページでは、最新のサービスパックに含まれていない 0S の修正モジュ 
ールや旧 torageNS 固有の修正モジュールを公開しており、ダウンロードが可能です。また、 PP . サポー 
トサービスご契拘のお客様へは、修正モジュールの公開に合わせてメールでご案内を差し上げます。 

なお、 PP . サポートサービスは有償のサービスであり、ご契約頂く必要があります。 PP. サポートサービ 
スにつきましては、 

http://www.nec.co.ig/service/su 2 port/ep/index.html (2013 年1月15曰現在） 

を参照してください。 

4.5.4 装置固有の修正モジュールの適用 

装置固有の修正モジュールを、な下のサイトで公開しています。定期的にご確認いただき、おを様の装置 
に該当する修正モジュールを適用してください。 

htt_p://su 邱 ort.express.nec;.co.]e/istoraqe/_ (2013 年1月15日現在） 
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5 iStorage NS のその他の使いホ 


♦ ネットワーク上のプリンターを使う 

ネットワーク内のプリンターを使用して巧刷を行います。 

♦ iSCSI を使う 

iSCSI Target によって 、 iSCSI Initiator に記憶巧を提供します。 
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iStorage NS のその他の使いホ 


5.1 ネットワーク上のプリンターを使う 

ネットワーク内のプリンターを使用して印刷を行います。 

詳細は【管理者 ガイド（詳細編） 5.1 ネットワーク上のプリンターを 使う】を参照してください。 


5.2 iSCSI を使う 

iSCSI Target によってリモートの記憶域を提供します。 

詳細は別紙 iMicrosoft iSCSI Software Tara を t 3.3 利用者 ガイド】を参照してください。 
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6困ったときは 


♦ トラブルシューテイング 

iStorage NS を運用する上で問題が発生した場合に役立つ情報を記載しています。 

♦ FAQ 

問い合わせのをい質問とその回答を記載しています。 

♦ 保守 サービス （ソフト ウ卫ア 関連） の ご案内 

iStorage NS の保守サービスの概要を記載しています。 

♦ 障害時の問い合わせ方法 

障害時に揉取していただきたい情報および採取ホをについて記載しています。 
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6.1 トラブルシューテイング 


運用時の問題 

1. ネットワークアクセスが遅い 

2. Windows クライアントからの接続が正常にできない 

3. UNIX クライアントにて、ファイルの書き込みが行なえない 

4. UNIX クライアントにて、 NFS 共有フォルダーで Is コマンドを実行すると、フォルダーやファイ 

ルの巧?有をが nobody と表示される 

5. UNIX クライアントより NFS 共有フォルダーにアクセスすると 、 Permission denied が返却される 
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困ったときは 


運用時の問題 


ドットワークアクセスが遅い 


ネットワーク上に負荷がかかって、通信が非常に遅くなっている可能性があります。 
ESMPRO/ServerAgent のネットワーク監巧でネットワークの状況を確認してください。 


Windows クライアントからの接続が正常にできない 


SMB 共有は、共有レベルのアクセス権とファイルシステムレベルのアクセス権で制御されており、 
より厳しいアクセス権が有劾になります。それぞれのアク七ス権の設定を確認してください。 

なお、 Windows Me が前の Windows クライアントからの接続は、 Windows Server 2008な降ではサ 

ポ'ートされておりません。 


UNIX クライアントにて、ファイルの書き込みが行なえない 


NFS 共有のアク七ス権が[読み取り専用]になっている可能性があります。必要に応じて NFS 共有 
へのアク七スの種類を変更してください。 

また、 mount コマンドのホプションで ro (Read Only ) が設定されている可能性があります。 mount 
コマンドのオプション設定を確認してください。 


UNIX クライアントにて、 NFS 共有フォルダーで Is コマンドを実行すると、フォルダーやフアイ 
ルの所有者が nobody と表示される 


ID マッピングに対象ユーザーが存在していない可能性があります。 
I D マッピング情報をご確認ください。 


UNIX クライアントより NFS 共有フォルダーにアクセスすると、 Permission denied が返却される 


NFS 共有にアクセス権が存在していない。もしくは、アクセスしているユーザーが ID マッピングに 
存在していない可能性があります。 

NFS 共有のアクセス権および、 ID マッピング情報をご確認ください。 
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困ったときは 


6.2 FAQ 

が下によくある問い合わせを記載します 。 PP •サポートサービスのホームページでも、[サポート FAQ ] に 
て随時公開していますので、こちらもご覧ください。 

1. ディスククォータと FSRM のクォータを同時に設定しても問題ありませんか？ 

2. 不用意にアクセスされないよう、クライアントのネットワークコンピューター上に iStorageNS シリ 

ーズのコンピューター名を表示しないホ法はありますか？ 
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ディスククォータと FSRM の（フォルダー単位の）クォータを同時に設定しても問題ありませんか？ 


ディスククォータと FSRM の（フォルダー単位の）クォータはそれぞれ別の機能ですので、対象が重な 
つても同時に設定しても問題ございません。 


不用意にアクセスされないよう、クライアントのネットワークコンピューター上に iStorage NS シ 
リーズのコンピューターをを表示しない方法はありますか？ 


表示させたくない iStorage NS シリーズのコマンドプロンプトでな下のコマンドを実行してください。 

net confia server /hiddeniyes 
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6.3 保守サービス（ソフトウ卫ア関連）のご案内 

6.3.1 PP • サポートサービス 

設定方法や障害に関するお問い合わせは、 PP . サポートサービスにて受付けています。 

PP . サポートサービスとは、お客様にご購入頂いた iStorageNS シリーズ上の PP (プログラム.プロダ 
クト）を、長く安むしてお巧い頂くためにご用意した有償のサービスです。 

PP . サポートサービスにはな下のサービスがあります。ご契約については、販売店などにご確認くださ 

レ、。 


レスポンスサービス 

お客様がご契約されたソフトウェアに関して、を種サポートが受けられます。電話でのお問い合 
わせ/ E-Mail でのお問い合わせ /FAX でのお問い合わせを行うことができます。 

ライセンスサ ■ —ビス 

契約された製品の無償バージョンアップのお申し込み、無償リビジョンアップモジュールのダウ 
ンロー ドサービスを提供いたします。なお JStorageNS シリーズの PP . サポートサービスでは、 
バージョンアップサービスは提供しておりません。 

インフオメーシヨンサービス 

ご契拘頂いたおを様に、ソフトウェアに関する最新情報および、を種サービスを Web サイトよ 
り提供いたします（サービス内容：修正モジュールのダウンロード /FAQ の閲覧)。 

さらに、ソフトウェアに関する情*を E-Mail で定期的に配信いたします。 

PP . サポートサービスごま内のサイト 

http :// www . nec . co . ip / service / support / pp / index.html (201 3年1月15 0 現在） 
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困ったときは 


r 


【注意】 旧 torage NS シリーズの PP . サポートサービスにおけるサポート範囲は、な下です。 




また、追加購入されたオプションソフトウェアのサポートについては、各ソフトウ 
エア毎の PP • サポートサー ビスへの ご契約が必要となります。 


- 0 S 


• ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO/ServerAgent 

V__ 


J 


6.3.2 プラットフオ'ームサポート 

プラットフオームサポートは、ハードウェアの障害復旧と 0 S 等の問い合わせ対応や修正モジュール提供 
に加え、ドライバの再設定、 0 S 搭載ディスクの復旧支援まで、ワンストップ（一撤で巧応するサポート 
サービスです。詳細は、下記の Web サイトをご覧ください。 

http :// www . nec . co . ip / service / su 迎〇 けか fsuQport / index.html (2013 年1月15日現を） 
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6.4 障害時の問い合わせ方法 


障害に関して問い合わせいただく際は、障害の内容に関係なく、が下の情報を添えて、 PP . サポートサー 
ビスへ問い合わせてください。 

-障害発生日時 
. 障害内容 
• システム構成 

• iStorage NS の主な使用方法 
-再現手順 
- Collect ログ 

また、 STOP エラーやストールの場合は、メモリダンプも合わせて採取願いまず。 
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6.4.1 メモリダンプの出力 

STOP エラーの場合は、自動的にメモリダンプが作成されます。また、ストールの場合は、ダンプスイッ 
チ（装置に添付されたユーザーズガイトを参照願います。）を押下することでメモリダンプが作成されます。 


メモリダンプはデフォルトでは、 C :¥ windows フォルダー配下に MEMORY . DMP のファイルをで作成され 
ます。設定変更をされている場合は、な下の手順で格納場所をご確認ください。 

1. 管ち里者メニューの[ システム ]をクリックします。 

2. 画面おより[システムの詳細設定]をクリックします。 



コント □ー ル m 、 ル A ] ン ビュー ターのを本的な巧巧のま 示 


み ’ デバイスマネ - ジャ - 
摩 ) リトトの i 綻 
I" か システムの詳础設定 1 


Windows Edition - 

Windows Storage Server 2008 R2 &and が d 

Copyright © 2009 Microsoft Corporation. All rights reserved. 

Service Pack 1 


システム - 

プ □ セッサ： 

実装プモリ (RAM )： 
システムの巧類： 


Intel (巧 Pentium (切 CPU G6950 

2.00 GB 

6 けツトオペ レー テインヴシステム 
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3. [ システムのプロパティ ] 画面より[詳細設定]タブを選択し、[起動と回復] の [設甸ボタンをク 
リックします。 
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困ったときは 


4. [システム エラー] の[ダンプファイル]に メモリ ダンプの 出力先が表示されまず。 
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困ったときは 


6.4.2 Collect ログの採取ホ法 

Collect ログはが下の手順で採取します。 

1. リモートデスクトップまたはコンソールから、 iStorageNS にログオンします。 

2. エクスプローラーを 起動して、 K 下のパスに移動しまず。 

C:¥ESM¥tool 

3. 上記フォルダー内にある、 collect.exe を実行します。 

コマンドプロンプトが起動し、ログ採取が実行されまず。 

数分経つと、ログ採取が終了してコマンドプロンプトが閉じられます。 

4. コマンドプロンプトが閉じると、 

C:¥ESM¥tool 

配下に ¥log フォルダーが作成され、その中に各種ロダが作成されます。 

¥log フォルダーごと採取し、圧縮して送付してください。 


f -^ 

【注意】 C:¥ESM 配下にも ¥log フォルダーが存在しています。 

今回採取いただきたいのは、 C:¥ESM¥toQl¥loq ですので、お間違えのないようお願い 
いたします。 
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